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大いに利用を
結果的 に は教官研究費を 圧迫す る こ と に な り ， ひいて
は， 学 生 に 対す る 教育や教官 の 研 究 に 支障 を 来す こ と
に な る た め ． 講 堂 の 使 用 者 に 使用 に 伴 う 必要経費の 一
部を 負 担して もら う と い う 考 え であ り ま す 。
な お ， 学 生 の 団体等が使用 す る 場合の 負担額は ，
育 的 見地 か ら， 本学職 員 が使 用 す る 場合の 負 担額の 2
分 の l と な って いま す 。
（ 黒 田講堂運営規則l， 同 使 用 規 則 及 び同使用 細 則並び
に 使 用 料及 び附帯料金 に つ いて は， 後 掲 の 学 内 規 則 の
項 を 参照して く だ さ い。 ）
以上 を十分御理解の う え ． 広 く 講堂 の 使 用 を 期待す
る もの で あ り ま す 。
ま た ， 使 用 開始に 際して， 各部局 （ 課 ） か ら選 出 さ
れ た 黒田講堂施設設備 担当 者計55名が． 去る 7 月 9 日
（月） か ら7 月 26日附ま で の 間10班に 分 か れ て 各 3 日間の
施設設備 の 講 習 を 受け， 講堂使用 の 際 の 設備 操 作 に 当
た る こ と に な っ て いま す 。
な お， 現在， 黒 田 講堂 に は 次 の設 備 ・ 備 品 が 備 え て
あ り ま す の で ， 以 下に紹介しま す 。
教
昨年1 1 月末に 完成した 黒 田 講堂 の 使 用 に 関 す る 「 富
山 大 学 黒 田 講 堂 使 用 規 則 J 等 が こ の ほと制定 さ れ ， 本
年7 月1 6日（月） か ら使 用 の 受 付が開始 さ れ ま した 。
こ れ は ， 昨年7 月 以 来講堂 の 円滑 な 運営を図 る た め，
管理運営等 に つ いて 広 く 調査検討 を 行 っ て きた 富 山 大
学 黒 田 講堂管理運営検討 委 員 会 が， 去る 4 月 5 日（木） に
学長 に 提出した答申案に つ いて， 各学部及 び教養部教授
会で審議 さ れ， ま た， 学生諸団体に対しで も要望を 聞き
説明を 行 っ た う え ， こ れらの意向を取 り 入 れ評議会 に お
いて 慎重に審議が重ねられ， 答申案の一部を修正した後，
去る 6 月 22日幽の評議会 に お いて承認 さ れ たもの です。
ま た ， 併せ て ． 講堂使用 料金 に つ いて も承認 さ れ ．
同 日付けの 学長裁定 と して定め ら れ ま した。 こ の 中 で，
本学職員， 学生の団体等 の 使 用 に 対して は ， 実 費弁 償
的経費で あ る 附帯料金 の う ちの 電気料， 冷暖房料 金 の
一部 を 負担して い た だ く こ と と な っ て いま す 。
こ れ は， 講堂 の 維持管理経費の 予 算 の 裏付 けが な い
た め ， こ れ を 共通経費と して 教官研究費か ら捻出 す る
































































































に送りますが， 音声関連機器のほとんどが移動式A v 
ワゴンに登載され， 操作性に優れています。 （写真⑨）
（写真⑨）会議室用移動式A Vワゴン と 関連機器
（写真⑩）舞台裏手にある控室（楽屋）
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」＝理学部紹介ビデオが完成二コ
理学部 で は， 昨年秋か ら 作成を進 め て き た『理 学部
紹介ビデオJが 3 月 に 完成 し ま し た 。
こ のビデオは ， 大 学進 学希望 者 に 富 山 大 学理 学部 を
理解 し て も ら い ， 優秀な 学生 を 多 数迎え る こ と を 目 的
と し て 作 成 さ れ た ものです。
作成 に 当た っ て は ， 高校生 の視聴に 応え ら れ る よ う ，
立 山 連峰や高山植物， あ る い は 黒部峡谷のホウ雪崩な
と富 山 の 自 然の美 し い 映像 と 新 し い 画面構成技術 を 取
り 入 れ ら れ て い ま す。
企 完成 した紹介ビデオ
内容は， 前段で は 授業 あ る い は 実験風景を通 し て 各
学科の概要 と 他 の大学で は 見 ら れ な い 特色あ る 研究内
容が紹介 さ れ て い ま す。 ま た ， 後 段に は 理学部 長 が高
校生 と 対談 し ， 理学部のセ ー Jレ ス ・ ポ イ ン ト や勉学 の
心構え に つい て 説明する シ ー ンを取 り 入 れ る な ど作 成
委員 の苦心の跡が伺え ます。
企 ビデオテープの 1 シー ン①
-10 
一一一一 県内高等学校等に貸出し中
... ビデオテープの 1 シー ン②
企 ビデオテー プの 1 シー ン③
ビデオ テ ー プ は ， V H S方式で放映時間 は 約 20 分 に
収録 さ れ て い ま す。
現在， 県 内 及び近隣の高等学校に 貸出しが行 わ れ て
お り ， 大 い に 利 用 さ れ る よ う 期 待 さ れ て い ま す。
平成2年7 J'j発行 ，当：！.寸ー 報 知318り
一一 平成 2 年度国際交流事業基金 第 2 種招へい事業（8） 一一一
富 山大学国 際交流事業基金第 2種招 へ い 事業 （B） に 基
づ い て ， 中 国・北京大学歴史系 （ 学 部 ） の劉俊文副教
授が来学 さ れ， 次の と お り 座談会 と 講演 会が開催 さ れ
ま し た 。
企 講演す る 劉北京大学副教授 （写真中央）と
通訳の教養部 気賀選教授
0座談会 6月 25日（月 ） 午 後 3時～5時15分， 教義
部201番教室， 出 席 者 15名 。
テーマ 「 今 日 中 国 に お け る 歴史研究の諸動向…併
せ て 日 本 中 国 史研究 に つ い て 」
歴史研究 を 志すに 至 っ た氏の立場， 経歴か ら ， 今
日 の状 況 な どに と 話題 は 多岐に お よ び， 活発 な 意見
の交換が な さ れ ま し た。 こ と に 10年に お よん だ 氏 の
下 放 生 活 は ， ま さ に 現 代史 そ のもの と い っ て よ く ，
一同 改 め て 大き な 衝撃を 受け ま し た。
0講演会 6 月 初 日 （ 火 ） 午後 3 II寺 ～ 4 時50分， 教義




の前 に は ， 二千年 に もわ たって 人々の生活を 規 定 し
つづ け た固有の法体系 と ， そ の観念、か ら い か に 脱却
する か と い う 重 い 課題が横たわ っ て い る 。 講演で は，
その克服にむけて， 中国法の歴史と特長， 及び現状
な どの諸点が平明に論じられ， 中国の か か え る 一 面
が明らかにされ， 満員の聴講学生に深 い 感銘を与え
ま した。
A 満員の聴衆者で溢れ る 教養部 1 番教室
な お， 劉先生 は， 1944年生 ま れの45歳。 67 年， 北京
大学歴史系卒業。 10年間の下放 （ 東北地方＝旧満州 ）
を 経 て ， 79年 に 大学院 に 入学， 83年 よ り 専任講 師 と な
り ， 現 在， 冨lj教授。 中国陪唐時 代を 中 心 と する 歴史，
こと に 法制史の分野 に お け る 気鋭の学者 と し て活躍 し，
中 国 を 代表する 北京大学の担 い 手と し て期待を 集め る 。
昨年 10月 よ り ， 日本学 術振興会 招 へ い 研究者 （ 長 期 ）
と し て 京都大 学 に 滞在 中 。
－A ’EA
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叙仁 位 ・ 叙 動コ
元本学教授（経済学部）石瀬秀治氏は． 平成2年5月21日逝去（享年72才）されましたが， 同氏の生前の御功績
に対し， 同日付けで従三位に叙され． 勲二等瑞宝章が授与されました。
人 事 異 動
異動区分 発令年月日 氏 名 異動fJljの所属官職 異 証方 内 容
採 用 2. 5. 16  大 嶋 主 悦 技術補佐員（経理部主計課）
II 久 保 哲 II ，， 
，， 浅 野 一 夫 II ’2 
，， 津 田 明 彦 II ，， 
2. 6. 寺 田 明 弘 文部事務官（附属図書館 ）
配置換 2. 6. 小田野 弘 和 経理部主計課長 お茶の水女子大学会計課長
II 伊 藤 房 筑波大学経理部調達課長 経理部主計課長
採
用
2. 7. 向 後 千 春 助 手 （教育学部）
ノ，， 谷 口 雅 美 教 諭 （教育学部附属養護学校）
界 任 2. 7. 1 小 幡 忠 夫 金沢大学庶務部庶務課長 庶務部長
講 師，， 市 川 文 彦 助 手 （大阪大学経済学部） （教育学部）
配置換 2. 6. 8 三 宅 均 文部技官 （人文学部 ・ 理学部） 文部技官 （水素同位体機能研究セ ンター）
，， 波 遺 国 昭 教 授 （理学部） 教 授 ，， 
，， 松 山 政 夫 講 師 ，， 講 師 ，， 
，， ifSi 田 宅7全Eァ 助 手 II 助 手 ，， 
2. 7. l 大 田｛｜百 生 庶務部長 三重大学庶務部長
，， 貴 島 健 二 厚生課長 大阪大学厚生課長
，， 近 藤 幸 光 群馬工業高等専門学校学生課長 厚生課長
辞 l眠 2. 6. 7 本 田 菩 rt 事務:fill佐員（附属図書館） 辞職を承認する
2. 6. 20 桝1 閉 店 ー 臨時用務員 （教育学部作業員） II 
2. 6. 30 j寅屋 良 正 文部事務官 （教育学部） ，， 
HF t壬 2. 6. 8小 黒 千 足 教 授 （理学部） 7］く素同位体機能研究セ ン ター長 （～4.6.7)
以下余白
つ』1i 
平成2年7月発行 品同寸＂－ 幸民 釘；318�＇｝
品凶ーチ 事
平成2年度国際研究集会派遣研究員の決定
部局名 職名 氏 名 研 究 集 会 名 開催期間 開 催 地
ウ ァレ ン ナーアバス ト マ ニ宇宙プ ラ ズマ物理学 平2.6. 4 ア フ ヒ
工学部 助教授 坂井純一
研究集会 平2.6 . 14 （ ソ ビエト連邦）
平2.9 . 10 シ ェlレタ ー アイ ラ ン ド
／／ ，， 上羽 弘 第 6 回 国体 表 面 の振 動 に 関 す る 国 際 会 議
平2.9 . 1 4 （ ア メ リ カ合衆 国 ）
工学部学科改組の概要
平成元年度及び平成2年度の 2ヶ年度 にわたり 工学
部は， 従前の7学科 ・ 共通講座を拡充改組し， 4大学
科に再編 さ れま し た。 以下新学科及び新学科への移行
の 概要 を紹介 し ます。
企 当面の 学科改組を終え， 今後は大学
院博士課程 の設置を目指す工学部
一新学科の紹介－
1 電子情報工学科（入学定 員 1 32名）
従来の電気工学科 ・ 電子工学科 と 共通講座 を 再編成
し ， 電気シ ス テ ム 工学， 物性 デバイ ス 工学， 計 算 機 工
学， 基礎情報工学及 び知識情報工学 の 5 大講座 で 構成
さ れています。 情報化時代の基礎で ある 情報の 処理．
伝達． 解析に主役 を演 じ る コ ン ビ ュ ー タ ー ， テレ ビ ，
通信機器， i!il］御機器の基礎と応用 に 関する 教育 と 研 究
を 行 います。
2 機械シ ス テム工学科（入 学 定員101名）
従来の機械工学科と生産機械工学科を再編成し． 強
度設計工学． 熱流体シ ス テ ム 工学， 生産 シ ス テ ム 工 学
及び制御 シ ス テ ム 工学 の 4 大講座で構成 さ れています。
コ ン ビュ ー タ ー による 構造物の 強度設計， 熱 ・ 流 体 エ
ネ ル ギ ー 伝達 ・ 交換応用 技術． 先端加工技術 と 高度制
御シ ス テ ム に 関する 教 育 と 研究 を 行 いますO
3 物質工学科（入学定員 83名）
従来の金属工学科， 工業化学科 の 一部 と 化学工学科
の一部 を再編成 し ． 物質化学 工学， 機能性材料 工 学及
び材料設計工学の3大講座 で 構成 さ れ て います。 金属
基機能材 料， 機能性粉体， 複合材料 な との新素材 の開
発 ・ 設計． 材料の 合成等に 関する 教育と研究を 行いま
す。
4 化学生物工学科（入学定 員 86名）
従来の 工業化学科の一部， 化学工学科 の一部を中心
に生物学 を 加 え て再編成 し ． 生物反応化学． 生物 プ ロ
セ ス 工学， 生体分子化学 及 び 細胞工学 の 4 大講 座 で柄
成 さ れ て います。生物反応機構を 解 明 し て 医薬品 ． 化
学製品等ファイ ン ケ ミカル ス の 合成技術へ の応用並び
に生産プロセ ス 設計等に 関する 教育 と 研究をj干し、ます。
一新学科と旧学科との対比一
従来の 学 科 ・ 講座 の新学科 ・ 講 座 へ の 移行関係は次
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0 第1種海外派遣事業（B) 
m; j奇 氏 名 峨 名 派 出JVJ !Ill ；』 11\J ;,t; li)f ッ）｛.. i羽！ i必
クインズランドソぷ；：： 1＼.物'ff似の干Jj川と行自！に｜兵iする
主主ft学；｝［； 日橋 容J戊 助教授 3. 3. 8～3. 3.21(14日\l\J) （オーストラリア） 日本とオーストラリアの比絞研究
ミシガン州立大学
テネ シ一大学
l)U '.'.(: i'il; ’L''.(J\: 辺三 教 授 2. 6.22～2. 7. 3(12日間） シダ配frLl休のJf5f�J防＆：に｜見！する1引先コーネル大学
（アメリカ合主役同）
ケンブリッジ大’字OX!:IED




招へい期間 研 究 課 地
J}[� 氏 名 峨 名 氏 主どI l折出・l除名
分析加JJ.i.：センター教育学部 出仲I 列 教 授 2. 9. 1～2.11.30(91日間） 王 ：：戸Lt* 微；1（物'I'lの分自ilJ.i:.:1（分析liJf'j·�主fl1'iilJ教授
0 第2種招へい事業（B)
受入れ教官 制へいii)f究イィi
{';\\ };;j 氏 名 峨 手�I
招へいJUJli日 研 究 課 立j
氏 手ノI 1YrJ,'.1\ • q;l\'.Z', 




日｜！学；：m 波j主 義之 教 授 2. 8. 8～2. 8.12( 5 Iご｜｜日j) (IF.）数段 リーマン多日体｜の文Hi1、変換
L1cvcn （ベルギー）
教益｛＇；＼） 気f7ii\� l�H� 教 授 2. 6.25～2. 6 27( 3 I I l:',j) 3.':IJ俊 文 1\1\ 1・Ii 111\1I1 \It政治社会見の研究
(1 I r\T\) 
EU 
平成 2 年 7 月 先行
尚 子 幸良 知318-\}
0 第 3 種 外 国 留 学 へ の奨学事業
氏 手「 t'I:りlj l月J;1r Jn µ：；， 数 日 �l: 
イ l 的 1 1.lj よ、 リl 人 文 ’＇（： ；�ll .ll＼ ？ 文 ？ H 1 1 1 1 14 ,:1\ 1 1 1 1 14 文 予 コ ー ス ＇（•｛政Ktxl受 1 1 1  1 1、l 、 ｜’l戊 2 { 1 ·: g )  1 か らウ ラ シオ瓦rryソ「辿）小 JJ；（ れ ( .l.J:. 人文学；iH,il\'f： 文？H ロ ；ン 7 ぷ ロ シ 7 文・7 コ F ス 矢沢民 ー数民 平成 2 { 1 -: 9 I J I 1 1 ～、v
1 : 1d 
ト一一ー一一一一 一ー一一一
J1X: 3 ,, 1 ：・ 3 J J 3 1 1 1  
0 第 3 種外国人留学生へ の奨学事業
氏 名 性別 国 籍 学部 ・ 学科等 身 分 在 学： JtJ:J 「m
張 克 倹 男 中 国 工学研究科 機械工学専攻 1 年 L�竺堅生 2 .  4 .  1～ 4 .  3 . 3 1  一一一 一 トーーーー一一ーー �ーーーーーーーーーー圃』ー ーー－島両ーー 一ー ーー－ー－－ー『－－『－哩司－－』， ， F一ー·－哩司回一 司・ ・・ ・ ー ・ 聞E・E・－－－－ 一一一一 一一 一 一一 一一朱 良 E出 男 中 国 経済学部 経済学科 1 年 色空竺生 2 .  4 .  1～ 6 .  3 .31  
欧 1i易 俊 傑 男 香 港 経済学部 経営学科 1 年 ，， ，， 
！ー（if;」‘－ 文 5葉 男 マ レ ー シ ア ，， 1 年 ，， ，，，， 
奈 進 雄 男 マ レ ー シ ア ，， 1 年 ，， II 
｜凍 必 呈 男 マ レ ー シ ア 工学部 電子情報工学科 1 年 ，， ，， 
DO VAN HAO 男 ベ ト ナ ム ，， 1 年 ，， ，， 
室リ 英 卿 男 」Iコ二、 j寄 ／／ 1 年 ，， ，， 
凌 t自 安 男 マ レ ー シ ア ，， 1 年 ，， ，， 
DON HUU HANH 男 ベ ト ナ ム 工学部 機械 シ ス テ ム 工学科 1 年 ，， II 
｜窪 君 女 中 国 人 文 学 部 研 究 生 63 . 10 . 1～ 2 .  9 . 30 
｛余 S革 男 中 国 経 済 学 部 II 2 .  4 .  I～ 3. 3 .3 1  
富山大学国際交流後援会事業の採択一覧
平成 2 年度富山大学国際交流後援 会 に よ る 外国人留学生への宿舎費補助 に 次の と お り 14件が採択 さ れ ま し た 。
氏 名 性別 国 籍 学部 ・ 学科等 身 分 在 学 JVJ ｜羽
｛壬 春 力 男 中 国 工学研究科 電気工学専攻 l 年 大学院生 2. 4. 1～ 4 .  3.31 
朱 良 T出 男 rp 国 経済学部 経済学科 1 年 学部学生 2. 4. I～ 6. 3 . 31 
欧 陽 J� ｛篠 男 香 港 経済学部 経営学科 Hド II ，， 
qキ 文 Wt 男 マ レ ー シ ア ，， 1 年 ，， ，， 
察 進 雄 男 マ レ ー シ ア II I 3芋 ，， II 
i凍 芝、 立円同邑 男 マ カ オ ，， 1 年 ，， ，， 
1 年I Ni 必 三CEコ 男 マ レ ー シ ア 工学部 電子情報工学科 ，， ，， 
DO VAN HAO 男 ベ ト ナ ム ，， l 年 II ，， 
安lj 英 卿 男 4口占、 湾 ，， i 年 ，， ，， 
凌 t自 安 男 マ レ ー シ ア ，， 1 年 ，， ／／ 
DON HUU HANH 男 ベ ト ナ ム 工学部 機械 シ ス テ ム 工学科 1 年 N ：剖f；ト t艮 貞 女 平草 国 人 文 学 部 研 究 生 2 .  4 .  1～ 3 ｛余 主革 男 中 国 経 済 学 部 ソ一一一」－」1立 俊 官E 男 4口2、 湾 Iill －と2日－． 立ロI�
な お， 富 山 大 学 国 際交 流事業後 援会は， 昭和63年 9 月 30 日 に 解散 し ま し た が， そ の 後 も 引 き 続 吉 国 際 交 流 事 業
基 金 へ の 寄附を受 け 付 け て い ま す の で ， 御 寄 附 く だ さ る 方は， お 申 し 出 く だ さ い 。 （担当 ： 庶務課庶務係）
nhu －－




一一一 推薦入学等が拡充 さ れ る 一一一
本学は． 平成 3 年度の 入学者選抜方法の大綱 を 記 し
た要項を， 去 る 7 月 12 日 （ 木 ） に 発表 し ま し た 。
平成 2 年度 と の主 な 相違点は次の と お り で す 。
① 人文学部で は， 大学入試 セ ン タ ー 試験 を 課 す 推 薦
入学を実施す る こ と 。
② 理学部で は数学科 に お い て ， 大学入試セ ン タ ー 試
験 を 課 さ な い推薦入学 を ， 地球科学科 に お い て 定 員
一部留 保 第 2 次募集 を そ れぞれ実施す る こ と 。
1 . 学部 ・ 学科等の 内容及 び入学定員
③ 工学部 では推薦入学 に お い て ， 対 象 を 工業 に 関 す
る 学科 か ら 普通 科 ・ 理数科 に も 掠大す る こ と 。
な お ， 募集人員， 出願手続 ・ 期 日 ， 個 別 学 力 検 査
等の実施期 日 ， 検査場等の 細 目 を記載 し た一般選抜
学生募集要項 は＇ 1 1 月 上旬 頃 に ， 推薦入学， 帰 国 子
女 ・ 社会人特別選抜の学生募集要項 は＇ 9 月 下 旬 頃
に発表す る 予定 で す 。
発表 し た 要項 の概要 は 次 の と お り です。
学 釘E 学 科 ・ 課 程 入学定員 毒事 諸E 講 座 又 は 学 科 目









． 東洋史学， 西洋史学， 考古学，
人文学部 錨E ヒ人類学． 言語学， 文化構造主論＝ョ 国語国文学． 朝鮮語朝鮮文学． 中国語中国文学，
Z吾 等主 ヌ＝ ，ー・ヨ"t・． 幸斗 9 5 英語英米文学． ドイ ツ語 ドイ ツ文学．
.A ロ シ ア 語 ロ シ ア 文学． 比較文学
小学校 教 員 養 成 課程 1 0 0 E恩
国語． 社理主会普亨今， E数， 学憲主，ヨ 理科， 音楽． 図画工作．
体育，
第芝区芝． 菅￥，乙、王室等生
中 学 校 教 員 聾 成 課 程 5 0 攻 国語， 社会， 数学， 理科． 音楽， 美術， 保健体育．家庭． 技術． 英語
表宣言言今主音広 養護学校教員聾成課程 2 0 教 特操教育
幼 稚 園 教 員 養 成 謀 程 3 0 事斗 玄力幸t主壇瑚攻普事
情 報 教 育 課 程 4 0 支 教育情報， 環境情報
｜ ま歪 済 学 科 1 4 4 �命経書学， 比較経済論． 政策科学， 応用経蕗学
昼 コ
間1 I 車歪 主Z 今主 宰斗 1 2 4 経営学， 応用経営， 管理科学
主 ス
経 営 法 学 科 1 0 z 基礎法， 民事法， 企業関係法
集室i;寄今主音�
表歪 該耳 今主 f.斗 2 0 理論経済学， 比較経済論． 政策科学． 応用経済学
夜 コ
「切 I 表歪 宣言 今主 幸斗 2 0 経営学， 応用経営． 官理科学
主 ス i 経 営 法 学 科 2 0 基礎法， 民事法． 企業関係法
数 �・． 幸斗 4 3 代数学及 び幾何学， 角関斤学， 数理統計学，応用解析学及 び電子計算機論
物 支霊 今主 手ヰ 4 7 国体物理学， 量子物理学， 結品物理学， 電読物理学．レ ー ザ 一 物理学
珪室 等主 剖3 イヒ 0.岨f』ι－ 幸三十 4 3 物理化学． 構造化学． 分析化学． 手持集化学． 天然物化学
金三 彰司 学 矛ヰ 3 5 奔�定雲今t:.. 盆三室霊今t:., 車厨層包盆三物哩今主． 翠畏坦包盆三物理今主
士也 主求 幸斗 今主 幸4 3 2 地蔵構造学． 地強進化学． 陸水学， 雪氷学
電 子 情 報 工 学 科 1 3 2 電気 シ ス ァ ム工学． 物性








機械 シ ス テ ム 工 学科 l 0 l 強度設計工学． 熱流体 シ ス T ム工学． 生産
シ ス T ム工学，
工 学 部 制御 シ ス テ ム工学






















化 学 生 物 工 学 科 8 6 生物反応化学， 生物
プ ロ セ ス工学， 生体分子化学，
幸田R包コ二今圭

























































































































摘蜘， 飢 酢 必 行
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































争、 14 、J（ ら l
数か ら
， 、，J ムM
） B 体甘日比 甘H“国英
美
IE音



















































































































































































































































































































学 学 ・ 学 学
法－ 法
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平成 2 年 7 月 発行 員4寸・ 報
6 . 大学入試セ ン タ 一試験及び個別学力検査の配点
教 科 等 実技 ’
学部 （学科・諜種ト～－ 区 分 国語 ！ 社会 ：｜ 数千 理科 陣国語 レl、論ヌI 検査 i
人 文 学 部
大学入試セ ン タ 試験 。 100 100 100 100 100 
個 別 学 力 検 査 200 I 200 ' 
小学校教員養成課程 t 
養護学校教員養成課私回 大学入試セ ン タ ー試験 200 100 200 i 100 : 200 ! 
教 幼稚園教員養成課程




大学入試セ ン タ 一試験 200 100 200 100 200 
（ 英i吾専攻 ） 個 別 学 力 検 査 （400) (400) 
中学校教員養成課程
数学， 理科，
大学入試セ ン タ ー試験 200 100 200 100 200 
（ 技術専攻 J 個 別 学 力 検 査 (400) (400) 
学 中学校教員養成課程
f 音楽， 美術，









保健体育専攻 J｜ 個 別 学 力 検 査 400 
中学校教員養成課程
｜ （家庭専攻） 大学ー入試セ ン タ ー試験 200 100 200 100 200 
情 報 教 育 課 程 個 別 学 力 検 査 （400) (400) (400) 
経済学科， 経営学科，
大学入試セ ン タ ー試験経営法学科 100 50 100 50 100 
（昼間主コ ース） 個 別 学 力 検 査 (300) (300) 
経済学科， 経営判ヰ，
経営法学科 大学入試セ ン タ ー試験 200 100 200 100 200 
（夜間主コース） 個 別 学 力 検 査
数 学 科
大学入詰セ ン タ 試験 100 100 100 200 
個 別 学 力 検 査 500 
物 理 学 科
大学入試セ ン タ 註験 200 100 200 100 200 
個 別 学 力 検 査 200 400 
イヒ 学 科 大学入試セ ン タ 試験 200 100 200 100 200 
個 別 学 力 検 査 200 200 
生 物 学 手ヰ 大学入試セ ン タ ー試験 200 200 100 200 
個 別 学 力 検 査 400 
地 球 科 学 科
大学入鼠セ ン タ 試験 100 200 100 200 
個 別 学 力 検 査 (200) 200 (200) 
工 学 部 大学入試セ ン タ ー試験 100 100 100 100 
個 別 学 力 検 査 200 200 












































2. 理学部数学科の個別学力検査 「数学J の配点は， 「代数 ・ 幾何， 基礎解析J 200点 と 「代数 ・ 幾何，
基礎解杭 微分 ・ 積分， 確率 ・ 統計 （統計は除 〈 。 ） J 300点と で合計500点であ る。
7 . 定員一部留保第 2 次募集の配点
学 部 学 科
大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 � 、 計国 語 社 会 数 学 理 科 外国語
物 理 学 科 200 点、 100 点 400 点 200 点 200 点 1. 100 点
理 学 部 ／／ ／／ ／／ 二7地 球 科 学 科 100 点 100 点
(i主） 地球科学科の理科は， 「地学j を課す。
-27-
平成 2 年 7 月 発行 品品4九千・ 報 第318号
校長0:¥:::: ',>: .:-,•. ,:.,:,y_:::: .::;n:;y;-r:,:.'-;:· ：；：：－片手間川丸山内丹、保＇＇＇－＇.｝鳴？とそ
��i�4%�j 平成 2 年度 富 山 大学公開講座 数主主：： ？�J;f干i�占穴fずι
健 康 ス ポ 一 ツ 教 室
市 民 の 健康 ・ ス ポ ー ツ に 対 す る 関 心 を 高 め 普及 す る た め ， 硬式 テ ニ ス ， ジ ョ ギ ン ク＼ マ ラ ソ ン を 選 ん で ， そ れ ぞ
れ専門 的 な 理 論 ， 実技 の 指 導 を 行 う 。
（講 座 の 名 称） 健康 ス ポ ー ツ 教 室
（開設 コ ー ス ・ 募集人員・ 受講対象者 ）
開 設 コ ー ス 名 募 集 人 員 受講対象者 備 景チJ 
硬式 テ ニ ス コ ー ス 20 名 初心者男女
ジ ョ ギ ン グ ・ 20 名 一 般 男 女 先 着 順マ ラ ソ ン コ ー ス
（ 開 設 期 間 ）
・ 硬J:.＼ テ ニ ス コ ー ス
・ ジ ョ ギ ン グ ・ マ ラ ソ ン コ ー ス
平成 2 年 7 月 12 日 （ 木 ） ～ 7 月 17 日 （ 火 ） の 下記 日 程 の 5 日 間
平成 2 年 8 月 20 日 （ 月 ） ～ 9 月 8 日 （ 土 ） の 下記 日 程 の 9 日 間
（ 日 程 ・ 開 講 時 間 ）
コ ー ス 月 日 7/ 1 2  （ 木 ） 13 （ 金 ） 1 4  （ 土 ） 1 6  （ 月 ） 17 （ 火 ）
18 : 00～2 1  。。 18 ・ 00～21 : 00 18 : 00～2 1  : 00 18 : 00～21 ・ 。。 18 00～21 。。
硬式 テ ニ ス コ ー ス 3 時間 3時間 3時間 3 時間3 時間
コ ー ス 月 日 8/20（月） 23（木） 25出 27（月） 30（木） 9/ 1凶 3（月） 6（木） 8仕）
ジ ョ ギ ン グ ・ 18 . 00 18 . 00 17 : 00 18 00 18 00 17 : 00 18 : 00 18 ・ 00 16 00 マ フー ソノ しノ コ ーー ス ～20 . 00 ～20 00 ～ 19 ・ 00 ～20 . 00 ～20 . 00 ～ 19 : 00 ～20 . 00 ～20 ・ 00 ～20 00 2 時間 2 時間 2 時間 2 時間 2 時間 2 時間 2 時間 2 時間 4 時間
（ 会 場） － 硬式 テ ニ ス コ ー ス 富 山 大学硬式 テ ニ ス コ ー ト
・ ジ ョ ギ ン グ ・ マ ラ ソ ン コ ー ス 空港 ス ポ ー ッ 緑地陸上競技場他
（受 E帯 料） － 硬式 テ ニ ス コ ー ス 久 間円 ｝ （受講料の 分納 は で き ま せ ん o な お ・ 既 納 の
・ ジ ョ ギ ン グ ・ マ ラ ソ ン コ ー ス 4 , 940円 受講料 は 還 付・ し ま せ ん 。 ）
（ 申 込 方 法） 受 講 申 込書 に 記入の う え ， 受講料 を 添 え て 直接大学へ持参 さ れ る か ， 現 金 書 留 で 郵 送 し て く
だ さ し 、 。
（申 込 期 間 ） － 硬式 テ ニ ス コ ー ス 平成 2 年 6 月 20 日 ～ 7 月 1 1 日
・ ジ ョ ギ ン グ ・ マ ラ ソ ン コ ー ス 平成 2 年 7 月 17 日 ～ 8 月 17 日
（申込み ・ 問合せ先） 干 930 富 山市五福3190番地 富 山大学庶務部庶務課 ま で 宮（0764)41 - 1271 （ 内 線 2205, 22侃）
（講 座 内 容 ）
【硬 式 テ ニ ス コ ー ス 】 教養 部助教授 北 村 潔 和， 布 村 忠 弘
テ ニ ス の 基本技術 と ダ ブ ル ス ゲ ー ム の し か た 。 高速度 ビ デ オ に よ る フ ォ ー ム の 撮 影
【 ジ ョ ギ ン グ ・ マ ラ ソ ン コ ー ス 】 教育学部教授 山 地 啓 司
ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ の 方法， ト レ ー ニ ン ク方法 と ス ケ ジ ュ ー ル の 作 り 方， 走 り 方， コ ー ス の選定法． シ ュ ー
ズ の選 び方． レ ー ス へ の 参 加 と 準備 の進 め 方 等 に つ い て
（備 考） ① 本講 座 は 県民 カ レ ッ ジ と 連携 し て い ま す 。
② 本講 座 の 修了者 は 希望 に よ り ， 県民 カ レ ッ ジ の 単位 が認定 さ れ ま す 。
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I 主 主主山仁川川V泊：；t��：：�諮号室i ） ；；汚iUF:'｛）.＞＇決公川！：訓告叫（qv；：凶：v7Yrrn：：：�3��＇.{5;g:s:f;G:.t:;,G:.B; I y 外同員任肱基づく 外四員と して メ ア リ ー ・ ア ン 印アン助教授が採用さ吋
」一一 「ー … I i 鱗機畿錨猶盤機幾撃 の大学における外 「かねがね大学の教員にな り た い と思っていた夢が， ji 畿幾慈襖期期臨機護 国人教員の任用等 富山大学で実現で き ま し た 。 日 本の国立大学では 川崎選畿霊援 …IJ措置 一… また ー… 女性 ！？；撚ii： 遡置駿墾＆mi議怒繋週園陸；！＼\ii議1%1! 法 （昭和57年法律 と して， ま た， 外国人 と し て， こ こ で与え ら れ た素晴 iI �11：温齢援護遡園陸態 第89号） 」 中 ら し哨を大変有り 難 く 思い ま す。 ! i 議過圃際議週圃監護 き ， 本年 4 月 1 日 私の役割比 杭るこ と と 同時一 とです o す i
! 組盟国醒摂警察察機織翌朝園田画監護 付けで本学教養部 なわ ち ． 英語と英米の英語文化について教える と と も 1! 7怒 号警察iミ格調麗 助教授と して， ァ に， 日本語 と 日本の考え方について ， 教職員 ・ 学生か ｜
I 企 大学の教員になれて大変嬉 しいと メ リ カ 合衆国 メ ら学びた い と思い ま す 。 l 
I 
t ー ア ン ム ま た 現代の若者向る教育は それぞれの国の ！
今後の抱負を語るムラ ジ ア ン助教授
ラ ジア ン さ ん （担 教育 シ ス テ ムにのっ と り ， その国の教育目標によ り 行 ！！ 当学科目 英語〕 が， 採用にな り ま し た 。 われているのが実情です。 しかし ， 私遠山1世紀の若 i
I … 一 外一任一一 外 ー に 町 文化 を 超 え て … っ て ゆ ！国人教員と して任用さ れた ものであ り ． 本学にお ける かねばな り ま せん 0 21世紀は 10年後にや っ て き ま す o I I 教育 ・ 研究の進展 と学術の国際交流の推進に大いに期 私は， このフ。 ロ セ スの一端を手伝える こ と を大変嬉 し iI 待が持たれて い ま す。 く 思 っ て い ま す。 ! 
! 採用さ れて 3 ヶ月 を経過 し た先 日 ， 研究室を訪問 し こ れから もよろ し く お願いいた し ま す。 」 ! I た と こ ろ ， 次のと お り 熱 っ ぽ く 現在の心境を語 っ て お なお， ム ラ ジアン助教授の略歴は， 次のとお付すo I 
M a ry A n n  M o o rad i a n  
（国籍） アメ リ カ 合衆国 1956年 5 月 3 日 生
I … 月 ウ エ l一大学卒業! 問9月 ～ 附6 月 ソ ル ヌ パ リ第吋留学 l 
I 1偲4年 2 月 ニ ュー ヨーク 大学大学院文学研究科修了 （文学修士） I I … ～ … …ンタ ー1986年 4 月 ～ 1989年 3 月 金沢高等学校非常勤講師1鰯年 4 月 ～ 19邸年 3 月 金沢大学文学部非常勤講師 I 
！ 四87年 4 月 ～ 石川工業高等専門学校非常勤講師 I 
! 附年附 ～ 1悌9年 3 月 金沢工業大学非常勤講師 I I 1990年 4 月 富山大学教養部助教授 I 
（現在に至る。 ） ｜ 
nu ワ臼
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関 係 法 d守h司
法 律 。 国立大学の学科及 び課程並 び に 油l主及 び 6. 19  
。 国 立 学 校 設 置 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 学科 目 に 関 す る 省 令の一部 を改正 す る 省
(32)  6 . 19 令 （ 同 20 )
。 国家公務 員 災 害補 償法 の 一部 を 改正 す る 。 生涯学習の振 興のた め の施策の推 進 体 制 6 . 29 
法w (46)  6 . 27 等 の 整備 に 関 す る 法律等 の 施行 に 伴 う 際l
。 生涯学習 の 振 興 の た め の 施策 の 推進 体 制 係 文 部 省 令 の 整 備 に 関 す る 省 令 （ 同 21 )
等 の 強制日 に 関 す る 法 律 （ 7 1 ) 6 . 29 
規 則
政
令 。 人 事 院規 則 9 - 8 （初 任給， 昇 格 ， 昇 給 5 .  1 
。 行政 機関 職 員定 員 令 及 び沖 縄 の 復帰 に 伴 等 の 基準 ） の 一部を改正 す る 人事院 規 則
う 行 政機関 の 職 員 の 定 員 に 関 す る 法律 の （ 人事 院 9 8 13)  
適 用 の特 別措置 に ｜期 す る 政 令 の一部を 改 。 人事 院規 則 9 - 55 （特殊勤務手 当 等 ） の 6 .  8 
正 す る 政 令 ( 124 ) 6. 8 一部 を 改正す る 人事院規則 （ 同 9 - 30 -
。 国立学校設 置法施 行 令の一部 を 改正 す る 8 )  
政 令 （ 130) 6. 8 。 人事 院規 則 1 6 - 0 （ ！［� 員 の 災 害 補 償 ） の 6. 8 
。 国家公務員等共済組 合 法施 行 令の一部 を 一 部 を 改正す る 人事院規則 （同16 - 0 - -
改正す る 政 令 ( 187) 6 . 29 8 )  
。 生 涯学習 の 振興のた め の施策の推進 体 制 。 人事 規 則 Hi 3 （ 災害 を受 け た 職 員 の 福 6.  8 
等 の 整 備 に ｜羽 す る 法 jミIt 施 行 令 （ 194) 6 . 29 祉 施 設 ） の一 部 を 改 正 す る 人 事 院 制 l!IJ




。 文部 省設置法施行規日lj の 一 部 を 改 正 す る 6. 8 。 日 本育英会法施行 令の規定 に よ る 試験 所 5 . 14 
省 令 （ 文 部 13) 又 は 研究所 と して指定した 件 （ 文部62 )
。 文 部 ＇（I Ai: 員 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 省 令 6. 8 。 日 本育 英会法施行 令の規定 に よ る 研究 所 5 . 14 
（ 同 1 4 ) 等を指 定した件の一部を改正す る 件
。 国立学校設置 法施行JJ� n1Jの一；mを改正す 6 .  8 （ 同 63 〕
る 省 令 （ 同 15 ) 。 教 員の免許状授与の所 要 資 1告を i与させ る 6 . 2 1  
。 国立大学 の 学科 及 び課程並 び に 前座 及 び 6 .  8 た め の課 程 と して認定 し た 件 （ 同 83 )
学科 目 に関す る 省 令の一音Iiを改正す る 也、
令 （ 同 16 )
。 匡！立大学 の 大 学附 置 の 研究所 の 研 究 部 門 6.  8 
に 関 す る 省令の一古Iiを改正 す る 省令
（ 同 1 7 )
。 大学共同午lj 問 機関組織運 営 問 ！刊の一 部 を 6 .  8 
改 正 す る 省令 （ 同 18 )
。 大学 入 試 セ ン タ ー 組織巡営 JM J!IJ の 一 部 を 6 .  8 
改正 す る 省 令 （ 同 1 9 )
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諸 議
AQ一品
平成 2 年度第 1 回 学園 ニ ュ ー ス 編集 委 員 会 （ 5 月 7 日 ）
（審議事項）
( 1 )  第68号学 園 ニ ュ ー ス の 編集 に つ い て
(2) 第69号学園 ニ ュ ー ス の 発 行 に つ い て
平成 2 年度第 2 回大学院委員会 （ 5 月 1 1 日 ）
（議 題 ）
( 1 )  平成 3 年度富 山大学大学院盟学研究科 （ 修 士 課
程 ） 及 び工学研究科 （修士課程 ） 学生募 集 要 項 に
つ い て
平成 2 年度第 2 回評議会 （ 5 月 1 1 日 ）
（議 題 ）
( 1 )  平成 3 年度富山 大学入学者選 抜試 験 の 実施 に 伴
う 基本方針 に つ い て
(2) 平成 3 年 度 入学者選抜 に お け る 大学入試セ ン タ ー
試験 の教科 ・ 科 目 等 の 利 用 方法 に つ い て
(3) 富 山大 学 黒 田講堂運営規則 ・ 使 用 規 則 ・ 使 用 組l
則 の 制定 に つ い て
平成 2 年度第 2 回授業料等減免選考委員会 （ 5 月 14日 ）
（議 題 ）
( 1 )  平成 2 年度前期 分授業料 免除者の 選考 に つ い て
(2) そ の 他
平成 2 年度第 1 回 国 際交流委員会留学生部会
( 5 月 15 日 ）
（議 題）
(1 )  平成 2 年 度 富 山 大学国際交流事業 （ 外国 人 留 学：
生 へ の 奨学事業 ） に よ る 学 資 金受給 者 の 選 考 に つ
い て
(2) 平成 2 年 度 富 山 大学国際交流後援会事業 （ 外 国
人留学生への宿舎 賀補助事業 ） に よ る 補助 金 受 給
者 の 選 考 に つ い て
(3) 平成 2 年度私費 外 国 人 留学生学習 奨励費受給者
の 選 考 に つ い て
(4) ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ か ら の 奨学金支給 に 伴 う 奨 学
金受給者 の 選 考 に つ い て
(5) 平成 2 年 度 外 国 人 留学生関係行事 に つ い て
(6) そ の 他
第 2 回 水 素 同 位体機能研究 セ ン タ ー 設立準備 委員会
( 5 月 17 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  平成 3 年度搬出 概算要求 に つ い て
(2) 平成 2 年度学 内 共 同 利 用 に つ い て
(3) そ の 他
平成 2 年度第 1 回国際交流委員会学術交流部会 （ 5 月 18 日 ）
（審議事項 〉
( 1 )  学術交流部会長 の 選 出 に つ い て
(2) 平成 2 年度富 山 大学 国際交流事業基金 に よ る 各
種事業 の 採択 に つ い て
平成 2 年度 第 2 回 附属 図書館商議会 （ 5 月 22 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  平成 3 年度国立学校歳 出 概算要求 に つ い て
(2) 平成 3 年度国立学校施設整 備概算要求 に つ い て
(3) 大型 コ レ ク シ ョ ン の 要求 に つ い て
平成 2 年度第 2 回 補導協議会 （ 5 月 23 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  第35回大学 祭 に つ い て
(2) そ の 他
平成 2 年 度 第 1 回 国際交流委員会 （ 5 月 25 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  平成 2 年度富 山 大学国際交流事業基金 に よ る 色
種事業 の 採択 に つ い て
第77回 構 内 交通対策委員会 （ 5 月 28日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  マ ニ ュ ア ル報 告 後 の 経過報告 に つ い て
(2) 今 後 の 検討事項 の 検 討方 法 に つ い て
(3) 委 員 長 の 交替 に つ い て
平成 2 年度 第 2 回 入学試験管理委員会 ・ 第 2 回 入 学 者
選抜方法研究委 員 会 の 合 同 委 員 会 （ 5 月 29 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  平成 3 年度富山 大学入学者選 抜試験 の 選 考 基 準
- 32-
に つ い て
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(2) 平成 2 年度富山大学説明会 に つ い て
(3) 入試関係情報の オ ン ラ イ ン 化 に つ い て
学
平成 2 年度第 3 回 授 業 料等減免選考委員会 （ 6 月 1 日 ）
（議 題 ）
(1 )  授業料 の 免 除者の選考 に つ い て
平成 2 年度第 2 回 学寮補導委員会 （ 6 月 4 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  寮 生 か ら の 話 し 合 い （ い わ ゆ る 団交 ） 要 求 に つ
い て
・ 風 日 用 温水 ボ イ ラ ー 燃料 費 及 ひヲ＇.！＜道料 の 負 担 割
合 に つ い て
(2) そ の 他
平成 2 年度第 1 団 施設整備委員会 （ 6 月 7 日 ）
（議 題 ）
( 1 )  平成 3 年度国立学校施設整備費概算要求 に つ い
て
(2) そ の他
平成 2 年度 第 3 田評議会 （ 臨 時 ） ( 6 月 8 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  平成 3 年度概算要求 （案） に つ い て
平成 2 年度第 3 回 事務協議会 （ 6 月 1 1 日 ）
（議 題 ）
( 1 )  当面の諸問題 に つ い て
幸良 �"1318号
平成 2 年度第 3 回 入学試験管理委員会 ・ 第 3 回 入 学 者
選抜方法研究委 員 会 の 合 同 委 員 会 （ 6 月 19 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  平成 3 年度入学試験問題作成主任委員 に つ い て
(2) 平成 3 年度富山大学入学者選抜 に 関す る 要項 に
つ い て
平成 2 年度 第 4 回評議会 （ 6 月 22 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  富 山 大学学 則 の 一部改正 に つ い て
(2) 富 山大学教育学部規則の一部改正 に つ い て
の） 富 山大学工学部規則 の一部改正 に つ い て
(4) 富 山大学水素同位体機能研究 セ ン タ ー の 設置 に
伴 う 関係規則等の整理 に関 す る 規則 の制定 に つ い
て
(5) 富 山 大学黒 田 講堂運営規則 ・ 使用 規則 ・ 使 用 細
則 の 制定 に つ い て
(6) 平成 3 年度富 山大学入学者選抜に 関す る 要項 に
つ い て
平成 2 年度第 4 回 事務協議会 （ 6 月 25 日 ）
（審議事項 ）
( 1 )  当 面 の 諸問 題 に つ い て
円。円。
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学 内 規 則
富山大学学則の一部改正
富 山 大学学則 の 一部 を 改正する 学 則 を 次 の と お り 制 定する 。
平成 2 年 6 月 22 日
富 山 大学学則 の一部 を 改正 す る 学則
富 山 大学学則 （昭和59年 3 月 12 日 制定 ） の 一 部 を 次
の よ う に 改正す る 。
第 2 条 第 l 項 中
「工学部 機械 シ ス テ ム 工学科， 物 質工学科， 化 学 生
物工学科， 電子情報工学科」 を
「工学部 電子情報工学科， 機械シ ス テ ム 工学 科 ， 物
質 工学科， 化学生物工学科」 に 改 め る 。
第 9 条第 l 項 中 「 ト リ チ ウ ム 科 学 セ ン タ ー 」 を 「 水
素 同 位体機能研究 セ ン ター」 に 改 め る 。
第 15条第 2 項 中 「， ト リ チ ウ ム 科学 セ ン タ ー 」 を 「，
水素同位体機能研究 セ ン タ ー 」 に 改 め る 。
附 則 第 3 項 の 表工学部 の 部 を 次 の よ う に 改 め る 。
電 子 情 報 工 学 科 12 
機械 シ ス テ ム工学科 1 1  
工学部 物 質 工 学 科 3 
化 学 生 物 工 学 科 1 1  
計 37 
附 則 第 2 項 の 表工学部 の 部 を 次 の よ う に 改 め る 。
電 子 情 報 工 学 科 264 396 528 
機械 シ ス テ ム工学科 101 202 303 
工学部 物 質 工 学 科 83 166 249 
化 学 生 物 工 学 科 86 172 258 
言十 534 936 1 , 338 
別表第 l 教育学部の項中 「数学科教育」 を
「数学科教育 「理科教育
情報処理 J に ， 「理科教育」 を 地圏環境 に 改物 質科学」
「情報処 理
地圏環境」 を 削 る 。
別表第 1 工 学部 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。
（日Ij 添 の と お り ）
別表第 1 教養部 の 項 中 「保健体育」 を
「保健体育
日 本語 ・ 日本 事情」 に 改 め る 。
富 山 大 学長 大 井 信 一
別表第 2 工学部 の 項 を 次 のよ う に 改 め る 。
電 子 情 報 工 学 科 132 528 
機械 シ ス テ ム工学科 101  404 
工学部 物 質 工 学 科 83 332 
化 学 生 物 工 学 科 86 344 
計 402 1 608 
別表第 3 工学部 の 部 を 次 のよ う に 改 め る 。
工学部 電 子 情 報 工 学 科 同等学校教諭一種免許状 工業
機械 シ ス テ ム 工学科 高等学校教諭一種免許状 工業
物 質 工 学 科 高等学校教諭ー種免許状 工業
化 学 生 物 工 学 科 高等学校教諭一種免許状 工業
附 則
こ の学則 は ， 平成 2 年 6 月 22 日 か ら 施行 し ， 平 成 2
年 6 月 8 日 か ら 適 用 する 。 ただ し ， 日lj表第 3 の 改 正 に
つ い て は ， 平成 2 年 4 月 1 日 か ら 適 用 す る 。
（ 男Ij 添 ）
工学部
電子情報工学科 物質工学科












ム生物 プ ロ セ ス 工学
ム生体分子化学
ム 熱流体 シ ス テ ム 工学 ｜ ム細胞工学
ム生産シス テ ム 工学
ム 制 御 シ ス テ ム 工学
砂 富 山 大学学則の改正理由
1 国立学校設置法施行規則 の一部改正（平 成 2 年




位体機能研究 セ ン タ ー が設世 さ れ た こ と に 伴 い ，
所要事項 を 改 め る 。
2 国立大学の 学科及 び課程並 び に 講座及 び学科 目
に 関 す る 省 令 の 一 部 を 改正 す る 省令 （ 平成 2 年 6
月 8 日 文部 省 令 第 16号 ） の 施 行 に 伴 い ， 所要事項
手段 気＇i318 り
を 改 め る 。
3 教育職員免許法 （昭和 24年 法 律 第 147号 ） に 基
づ き 教 員 免許状 の 所 要 資 格 を 得 さ せ る た め の 課 程
と し て 認定 さ れ た こ と に 伴 い ， 所 要事項を改め る 。
富 山大学教育学部規則の一部改正
富 山 大学教育学部規 則 の 一部 を 改 正 す る 規 則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 2 年 6 月 22 日
富 山 大学教育学部規則 の 一 部 を 改正す る 規則
富 山大学教育学部規 則J （ 昭和27年 4 月 18 日 制 定 ） の



















富 山 大学長 大 井 信 一
｜対 日lj
こ の 規 則 は ， 平成 2 年 6 月 22 日 か ら 施行 し ， 平 成 2
年 6 月 8 日 か ら 適 用 す る 。
砂 富 山 大 学教育学部規則 の 改正理 由
国立大学 の 学科及 び課程並 び に 講座及 び学科 目 に 関
す る 省 令 の 一 部改正 （平成 2 年 6 月 8 日 文部省 令 第 1 6
号 ） に 伴 い ． 所要事項 を 改 め る 。
富 山大学工学部規則の一部改正
富 山大学工学部規 則 の 一 部 を 改正 す る 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 2 年 6 月 22 日
富 山 大学工学部規則 の一部 を 改正 す る 規則
富 山大学工学部規則 （ 昭和 25年 12月 15 日 制 定 ） の 一
部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
別 表 を 次 の よ う に 改 め る 。
別 表
電 子 情 報 工 学 科
富 山大学長 大 井 信 一
附 則
1 こ の 規則 は ， 平成 2 年 6 月 22 日 か ら 施行 し ， 平 成
2 年 4 月 1 日 か ら 適 用 す る 。
2 平成元年度以前 の 入学者 に つ い て は ， な お 従 前 の
例 に よ る 。
単 位 数
授 業 キヰ 目
必 ｛｜芸 選択必修 選 択 自由選択
応 用 数 学 第 2 
応 用 数 学 第 2 2 
応 用 数 ；子 第 3 2 
応 用 物 理 ，－、凶t;.. 2 
. Fhu nぺU
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電 気 磁 気 学 第 1 及 び 演 習 3 
電 気 磁 気 学 第 2 及 び 演 習 3 
電 Aヌ＝\ 回 g� 第 1 及 び J寅 習 5 
電 気 回 �� 第 2 及 び 演 習 3 
量 子 統 計 力 学 2 
量 子 電 子 工 み弓孟�司 2 
半 導 体 物 性 工 A子拍 2 
結 目回白 工 + 2 
電 子 物 性 工 学 第 及 び 演 習 3 
信喝骨 子 ヰ拘 性 工 弓AムL4 第 2 2 
半 導 体 デ バ イ ス 第 1 及 び 演 習 3 
半 導 体 ア ， 、3・ イ ス 第 2 2 
オ フ。 ト エ レ ク ト ロ 一 ク ス 2 
画 像 電 子 ア / '{ イ ス 2 
届喝存否長 磁 波 工 守Aふι与 第 2 
電 磁 波 工 学 第 2 及 び 演 習 3 
IロE司 周 波 工 弓A凶:. 2 
光 通 工 A子ゐ＂ 2 
電 子 回 路 工 A弓Mユ， 第 1 2 
電 子 回 路 工 A一M子． 第 2 2 
電 子 回 路 工 弓＂＂ゐユ 演 習
画 ｛象 情 報 さ自き4問 3 
位 相 空 間 苦ロム附句 2 
多 変 量 解 析 g-" 岡 2 
言十 算 機 工 A弓Aゐ二 第 1 2 
言十 算 機 工 すA以与， 第 2 2 
フ。 ロ ゲ フ 、、 ン グ 及 び 演 習 2 
情 幸日 数 学 第 1 及 び 演 習 3 
情 報 数 でAふFι 第 2 及 び 演 習 3 
E在 ヰ，，.，，.，斗 ユ白ι問 2 
統 三十 子A以L． 2 
数 値 解 折 及 び 演 習 3 
南t 散 数 理 モ ア 1レ 2 
守I=> 処 I.\R 工 イA斗£与． 2 
情 報 伝 送 工 子Aムゐc 3 
5十 算 1説 基 礎 ニo"'問 2 
情 報 命I] 話H 2 
ラ品ム開 理 情 報 回 gg 2 
符 τEヨコ 化 ユ面A開 2 
計 算 さ己きA問 2 
人 工 長日 llE 基 礎 2 
ア jレ コ ズ b. 解 析 2 
ア タ ハ〈 ス 論 2 
円hu円ペU
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意 味 月平 析 エ品ム開 2 
人 工 知 有E 、／ ス ア ム 2 
ソ フ ト ウ i ア 工 A寸't 2 
オ ノ＼同 レ 一 ア ン グ シ ス ア J.,.. 2 
フ。 ロ ゲ フ 、、 ン グ 言 語 理 論 2 
コ ン ノ マ イ フ t誇 成 法 2 
非 数 値 処 理 2 
ヒ ュ ー マ ン イ ン タ フ 三二 イ ス 2 
頼 性 工 弓ムふんニ 2 
ノ 、。 タ 一 ン 認 i議 2 
エ ネ jレ キ。 ユ面ふ開 2 
守R三Z' 気 1設 器 ρ子-". 第 2 
相国壱長． 気 1説 器 守..... ゐ二 第 2 2 
電 気 機 器 AすAん'"- 第 3 2 
電 気 1幾 器 てふ以子． 第 4 2 
空時軍予! 気 1説 号5 雪員X!l. 言十 ふ弓孟Aム． 2 
発 変 電 工 A守ム二.. 3 
送 配 電 工 A寸主』L与 第 2 
送 配 電 工 A子,,_ 第 2 2 
電 力 応 用 工 弓,>.tiユ． 第 2 
電 力 応 用 工 弓Aふ己ん 第 2 2 
電 Aヌ＝＝\ キオ ヰヰ 工 点一子みら 2 
高 電 圧 工 A子込... 2 
原 子 力 工 守Aム二.. 2 
電 気 計 担リ 工 A弓M乙， 第 1 2 
電 kヌg\ 計 品リ 工 弓.＇－＇乙_,_ 第 2 2 
市リ 御 工 � 一 第 1 2 
市リ i�P 工 弓� 第 2 2 
ン’ ス ア J.,.. 工 兵弓み4ユ与 2 
法 規 及 ぴ 管 理
電 波 法 規
電 気 通 信 法 規 2 
電 子 ↑育 報 工 A子＂＇！： E凌 E十 製 図 2 
生 産 力日 工 Aす't 第 2 
1浅 わま 力 二、子"· 第 2 
電 子 市リ 御 1出 f成 2 
容国子． 子 情 報 工 寸-"t 実 験 第 1 2 
考R帯:!. 子 f青 報 工 弓，，，二． 実 験 第 2 2 
；電 子 情 報 工 学 実 号免 第 3 2 
Ei存Z"" 子 情 報 工 ，守>.u与． 実 験 第 4 2 
電 子 情 報 工 ぅ戸以＝ー． 実 思食 第 5 2 
電 子 情 報 工 A弓U乙． 実 8全 第 6 2 
Rー苦Z手 子 情 幸日 工 学 実 尽免 第 7 2 
円i円4U
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電 子 情 報 工 A守't 実 験 第 8 2 
電 子 情 報 工 子，..晶与 研 ｛彦 第 1 
E同帯主 子 十青 報 工 学 研 {I� 第 2 1 
店唱幹． 子 f青 報 工 A弓，，＿与． 特 員命
卒 業 壬C·A問 文 10 
O電 気 化 号,UJ.， 第 2 
0電 気 イヒ 弓A込4二－ 第 2 2 
0工 業 化 A弓uユ， 概 モ口ι問 3 
0金 属 工 学 概 �iffi 2 
0工 業 英 雪ロ五"' 2 
職 業 指 導 4 
備 考 1 電子情報工学特論 の 単位 数 は ， 必要 に 応 じ て 定 め る 。
2 卒 業 に 必 要 な 単位数
必修科 目 16単位及 び選択必修科 目 34単位以上 を 含 め84単位以上
3 選択科 目 の う ち O印 の授業科 目 は ， 9 単位 ま で卒業 に 必要 な 単位数の う ち に 加 え る こ と が で き る 。
4 自 由選 択科 目 は ， 卒業 に 必要 な 単位数の う ち に 加 え な い 。
機 械 シ ス テ ム 工 学 科
単 位 数
授 業 科 目
必 4妻 選 択 自 由 選択
応 用 数 A弓M与． 第 1 2 
応 用 数 子,UJ」 第 2 2 
応 用 数 A号M与， 第 3 2 
工 業 力 ムす比与 4 
材 料 力 子且4 第 2 
材 事ヰ 力 �主！： 第 2 2 
弾 性 力 ム号主Iーふ 2 
塑 性 力 A弓L:. 2 
構 造 力 A子,... 2 
要 素 設 計 寸ふ込与.. 2 
日台 度 設 計 ザ,UJ」 第 1 2 
強 度 設 計 弓Aふ与ん 第 2 2 
工 業 執 力 Aヲ't 4 
電 執 工 守� 2 
蒸 気 動 力 2 
内 燃 機 関 2 
流 体 力 ふ寸る皐ー． 第 1 4 
流 体 力 ぶ寸孟且一． 第 2 2 
流 体 1幾 械 2 
生 産 加 工 守A主4二 第 2 
nHu qu
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生 産 力日 工 ξ，，，＿子... 第 2 2 
工 作 機 械 と 生 産 シ ス ア ム 4 
キ青 密 加 工 A弓't 2 
塑 性 加 工 A守，，二句 第 1 2 
塑 性 力日 工 A子ム... 第 2 2 
1幾 械 材 料 弓Aムニ... 第 1 2 
機 械 材 料 ρ－ふFん 第 2 2 
計 調リ 工 A寺M一， 第 2 
計 損1] 工 A弓L二ι 第 2 2 
精 密 調4 定 a弓＂＇一． 4 
機 械 力 A守以二， 第 2 
機 械 力 A守主！..ら 第 2 2 
1幾 4蕎 且一査九一 第 2 
1幾 4葺 弓，，，＿ぇニ． 第 2 2 
嗣l 御 理 さ旬ι開 第 1 2 
告lj 御 理 号日f珊' 第 2 2 
制 御 要 素 第 1 2 
指リ 御 要 素 第 2 2 
電 子 制 御 機 械 2 
フ。 ロ グ フ 、 ン グ 及 び 演 習 2 
機 械 シ ス ア .b. 工 学 輪 吾ロJ士'L 2 
機 械 シ ス テ ム 工 学 設 計 製 図 第 1 2 
機 械 シ ス テ ム 工 学 設 計 製 図 第 2 3 
1議 械 シ ス ア .b. 工 み寸，，与予 実 験 4 
機 械 シ ス ア ム 工 守A主i二， 実 習 2 
機 1成 シ ス ア iλ 工 寸ふU一． 特 壬悶悶A 
率 業 ユ己ム岡 文 10  
O応 用 物 理 子＂＂＇： 4 
0情 報 工 寸＂＇＂＇一． 概 圭画岡左、 2 
0電 子 回 g� ム4凶:. 2 
0電 気 5十 測 工 守A主ゐ:. 2 
O電 気 機 器 品弓込L.. 2 
O安 全 工 �ふi一． 2 
0品 質 F邑白 理 2 
0労 務 昨目 理 2 
工 業 英 量日五"' 2 
工 業 ド イ 、、J 舌ロ五"' 2 
0工 業 ロ シ ア 雪U五"' 2 
職 業 指 導 4 
備考 1 機械 シ ス テ ム 工学特論 の 単位数 は ， 必要 に 応 じ て 定 め る 。
2 卒 業 に 必要 な 単位数
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必修科 目 21単位 を 含 め 84単位以上
3 選択科 目 の う ち O 印 の 授 業科 目 は ， 9 単 位 ま で卒業 に 必 要 な 単位数 の う ち に 加 え る こ と が で き る 。
4 自 由 選 択科 目 は ， 卒業 に 必要 な 単位数の う ち に 加 え な い 。
物 質 工 学 科
単 位 数
授 業 科 目
必 修 選択必修 選 択 自 由 選択
i’F，士日 晶 構 11;!i Aす主ん:. 2 
極 F艮 材 キヰ 設 計 工 � 与 2 
電 磁 Rヌ＼ 材 料 工 λ子以L． 2 
材 キヰ 骨且 織 学 2 
キオ 料 加 工 守A孟t二， 2 
4蕎 造 材 料 設 計 工 A守以二． 2 
複 メ� キオ 料 工 品一子1.. 2 
組 織 事リ 御 工 弓A主！： 2 
移 動 現 象 モ面ι開 第 1 2 
移 動 現 象 号己A冊 第 2 2 
4却 質 工 ふす孟んー 日十 算 2 
材 料 製 造 シ よl. レ ー シ ヨ ン 2 
盤 1説 キオ 来ヰ 工 Aサ以ユ， 2 
セ フ 、、、 、ヲ ク ス 材 事ヰ 工 A子ふん� 2 
十オ キヰ 5干 ｛面 �以L． 2 
キオ キヰ キ青 製 工 A寸以二． 2 
マ イ ク ロ メ ア イ 、7 ク ス 2 
粉 体 物 質 工 学 2 
粉 ｛本 フ。 ロ セ ス 工 A子ム4 第 2 
粉 体 フ。 ロ セ ス 工 ，弓"t 第 2 2 
キオ 中4 製 S束 工 悼守a与． 2 
腐 食 防 食 工 A守ゑA与』 2 
応 用 物 理 化 弓，，＿，＿二． 2 
応 用 電 解 工 A弓M乙． 2 
有 1幾 化 A弓ふ乙4 4 
有 機 iにkJ 成 イヒ �以与． 2 
局 分 子 -& 成 化 子A以L． 2 
鉦 1場 イヒ ヲAム4ニ． 第 1 2 
鉦 1進 イヒ λヲ日L． 第 2 2 
電 pヌ＼ イヒ 守,uゐ二 第 1 2 
電 気 イヒ Aヲん二 第 2 2 
分 析 化 A子主1.. 2 
物 理 イヒ 号� 2 
金 属 物 理 A寸以二． 実 l験
I ハU84A 
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金 属 材 料
移 動 現




工 業 化 弓A品ニa号


































































点守且L． 概 �L>. 問
英 宝回五Cl 
イ ツ 宝U五"' 
シ ア 吉ロ五Cl 
ナ 、、 、：； ク ス
指 導
備考 1 物質工学特 論 の 単位数 は ， 必要 に 応 じ て 定 め る 。


























3 選択科 目 の う ち O 印 の 授 業科 目 は ， 9 単位 ま で卒業 に 必要 な 単位数の う ち に 加 え る こ と が で き る 。
4 自 由 選択科 目 は ， 卒業 に 必要 な 単位数の う ち に 加 え な い 。
化 学 生 物 工 学 科
単 位 数
授 業 科 目
必 {I� 選択必修 選 択 自 由 選 択
生 ヰ初 物 理 化 ム弓M与． 第 2 
生 物 物 理 イ七 A一手ふん 第 2 2 
生 4加 有 1幾 イヒ 弓� 第 2 
生 物 有 機 イ七 う,uら-4 第 2 2 
基 礎 i放 生 物 店寸ふムー 2 
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基 礎 生 イヒ AヲiよL， 2 
生 物 イヒ 弓ムムι:. 第 1 2 
生 物 化 A号以L． 第 2 2 
高 分 子 イ七 ヲ,>llニ， 概 壬a· A岡 2 
生 物 鑑 1琵 イヒ 子,u-4 2 
生 中刻 1挽 器 分 析 化 守,uι 2 
生 物 1議 器 分 折 化 子,ill. II 2 
物 理 有 1説 化 店子主ん 2 
生 4却 量 子 化 弓＂＂＇！： 2 
反 応 工 Aす以L． 第 2 
反 応 工 A子主ゐc 第 2 2 
資 源 化 子，＞..＞..＜与． 2 
成 分 分 離 工 A弓Aユ£． 第 2 
成 分 分 離 工 ム守且ゐ二 第 2 2 
生 物 エ 不 lレ ギ 一 工 寸，＞..＞..＜与． 2 
フ。 ロ セ ス 銀L 力 号，，....，与－ 2 
生 命 手ヰ 学 概 二関ι岡 2 
分 子 遺 伝 A弓己... 2 
生 体 情 報 工 A守M一， 2 
遺 伝 子 工 L会子込4 2 
細 胞 工 �以F． 2 
細 1包 培 養 戸子みら 2 
細 胞 分 子 生 物 弓，＞..＞..＜二． 2 
神 経 生 理 工 号＂＂＇！： 2 
， 、ミJ‘ イ オ 素 子 工 持弓－！： 2 
生 物 物 理 守A孟ι:. 2 
放 射 線 化 ふ寸且一． 2 
生 ｛本 主『司主a 分 子 化 品弓t 2 
錯 体 化 持弓品:. 2 
酵 素 化 一A子>.4 2 
生 ｛本 1幾 告を 化 学 2 
， 、長 イ オ ア ク タ 一 第 1 2 
ノ 、f イ オ ア ク タ 第 2 2 
醗 酵 化 A弓以L． 2 
食 ロロ 工 ぶ弓且L． 2 
安 全 工 A子主t 2 
分 離 f呆 作 設 百十 2 
生 物 物 理 イヒ A一子以． j寅 習 1 
生 物 有 1議 化 弓,>ll三． 演 習 1 
生 物 化 ザ，＞..＞..ー＜， 演 習 第 1 1 
生 4� 化 ぅ�ー， 演 習 第 2 1 
細 胞 分 子 生 物 A子>.4 演 習 1 
， 、 イ オ 素 子 工 寸主Mニ．ー 演 習 1 
円ノ臼凋斗畠
、｜ ι lぷ 2 ,, ,, 7 J 1 発fr 品ふ4・f」 幸良 Zfi318 �J-
生 ヰ知 フ。 ロ セ ス 計 算 第 1 2 
生 物 フ。 ロ セ ス 計 算 第 2 2 
イヒ 弓,>llユ． 生 4知 工 弓A斗ニん 実 5負 第 2 
化 子ム以． 生 ヰ却 工 $= 実 思食 第 2 2 
化 且一子ん 生 物 工 A守以与， 実 験 第 3 2 
化 ふ守主a一． 生 物 工 悼弓んー 実 男食 第 4 2 
化 弓A以与， 生 4� 工 ヲAム'" 輪 i売 2 
化 学 生 中刻 工 学 特 三民ι間
卒 業 ユ品A開 文 10 
O応 用 ヰ知 理 弓ムu二． 4 
0応 用 数 L主子,,. 4 
。ロロ 質 洋国自 理 2 
工 業 英 云ロ五0 2 
工 業 ド イ 、y 苦日五"' 2 
工 業 ロ ：ン ア きロ五"' 2 
プ ロ グ フ 、、 ン グ 及 び 演 習 2 
0電 気 工 弓A且L． 概 口ーι問 2 
0機 械 工 $= 概 ユ邑ι問 2 
0情 報 工 弓A主£ユ． 概 ヨ両ー£岡. 2 
職 業 指 導 4 
備 考 1 化学生物工学特論 の 単 位数 は， 必要 に 応 じ て 定 め る 。
2 卒業 に 必要 な 単位数
必修科 目 20単位及 び選択必修科 目 34単位以 上 を 含 め 84単位以上
3 選択科 目 の う ち O 印 の 授業科 目 は ， 9 単位 ま で 卒業 に 必要 な 単位数の う ち に 加 え る こ と が で き る 。
4 自 由 選択科 目 は ， 卒 業 に 必要 な 単位数の う ち に 加 え な い 。
砂 富 山 大学工学部規則 の 改正理 由
工業化学科， 金属 工学科， 機械工学科， 生 産 機
械工学科 及 び化学工学科が改組 さ れ， 機械 シ ス テ
ム 工学科， 物質工学科及 び化学生物工学科 が 設 置
さ れ た こ と に 伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。
円。必斗品
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富 山大学黒 田 講堂運営規則の制 定
富 山 大学黒田 講堂運営規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 2 年 6 月 22 日
富 山 大学黒 田 講堂運営規則
第 l 章 総 則
（趣 旨 ）
第 1 条 こ の 規則 は， 富 山 大学黒 田 講堂 （ 以 下 「講堂」
と い う 。 ） の運営 に つ い て定 め る も の と す る 。
（講堂の 目 的 ）
第 2 条 講堂 は， こ れ を 適 切 か っ 効率的 に 運営 す る こ
と に よ り ， 富 山 大 学 （ 以 下 「本学 」 と い う 。 ） の 教
育 ・ 研 究 の 進 展 に 資 す る と と も に ， 学術 ・ 文 化 の 向
上 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。
第 2 章 運営委員会
（設 置 ）
第 3 条 講堂 の 運営 に 関す る 重要事項を審議す る た め，
富 山 大学 黒 田 講堂運営委員会 （ 以 下 「委員 会 」 と い
う 。 ） を 置 く 。
（審議事項）
第 4 条 委員会 は ， 次 に 掲 げ る 事項 を 審議す る 。
(1 )  講 堂 の 維持 管理 に 関 す る 事項
(2) 講 堂 の 使 用 に 関 す る 事項
(3) そ の 他講堂 の運営 に 関 す る 事項
（組 織 ）
第 5 条 委員 会 は ， 次 に 掲 げ る 委 員 を も っ て組織す る 。
(1 ) 各学部及 び 教 養 部 の 評議員 各 l 名





富 山 大学長 大 井 信 一
2 前項第 l 号及 び第 2 号 の 委員 は ， 当 該学部等 の 長
の 推薦 に基 づ き ， 学 長 が 命 ず る 。
（任 期 ）
第 6 条 前条第 1 項第 1 号及 び第 2 号の委員の任期 は，
2 年 と し ． 再 任 を 妨 げ な い 。 た だ し 欠 員 を 生 じ た
場 合 の 補 欠 の 委 員 の 任期 は ， 前 任 者 の 残任期 間 と す
る 。
（委員長 ）
第 7 条 委 員 会 に 委員 長 を 置 き ， 委員長 は， 委 員 の 互
選 と す る 。
2 委員長 は ， 委員 会 を 招集 し ． そ の 議長 と な る u た
だ し 委員長 に 事故 あ る と き は ， 委員長 が あ ら か じ
め 指 名 し た 委 員 が そ の 職務 を 行 う 。
（議 事）
第 8 条 委員会 は， 委員 の 3 分 の 2 以上 の 出 席 に よ り
成立す る 。
2 議事 は ， 出 席 委 員 の 過半数 を も っ て 決 し ， 可 否 同
数 の と き は ， 議長 の 決 す る と こ ろ に よ る 。
（庶 務 ）
第 9 条 委員会 の 庶務 は， 経 理部主計課 に お い て 処 理
す る 。
第 3 章 雑 則
（ 雑 }11] )
第 10 条 こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か， 講堂の 運 営 に
関 し ，�、要 な 事項 は ， }Jlj に 定 め る 。
附 目lj
こ の 規 則 は ， 平成 2 年 6 月 22 日 か ら 施行す る 。
富 山大学黒 田 講堂使用 規則の制定
富 山 大 学 黒 田 講堂使用 規 則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 2 年 6 月 22 日
富 山 大学黒 田 講堂 使 用 規則
（趣 旨 ）
富 山大学長 大 井 信 一
第 l 条 こ の 規 則 は ， 富 山 大 学 黒 田講堂運営規則 第 10
条 の 規 定 に 基づ き ， 富 山 大学黒 田講堂 （ 以 下 「講堂」
A川TA斗晶
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と い う 。 ） の 使 用 に つ い て 定 め る も の と す る 。
（ 使 用 の 範 囲 ）
第 2 条 講堂 は， 本学 （ 附 属 学校 を 含 む 。 以下 同 じ 。 ）
が主催す る 儀式， 教育 ・ 研究活動， 講油会， 公 開 講
座， 研究会及 び そ の 他 の 諸 行事 に 使 用 す る も の と す
る 。 た だ し ． 本 学 の 使 用 に 支 障 が な く ． か っ ． 次 の
各号の ー に 該 当 す る 場 合 に は ， 本学の職員， 学 生 ，
生徒等 の 団 体 に 使 用 さ せ る こ と が で き る 。
(1 )  職員が行 う 講演会， 研究会等 に 使 用 す る 場 合
(2) 学 生 の 団 体 が行 う 研究会， 発表会等 に 使 用 す る
場合
(3) 附 属 学 校 の 児童， 生 徒 等 の 団 体 が ． 当 該 附 属 学
校 の 長 の 承認 を得 て ． 当 該 団 体 の 顧問教官 の 指 導
の 下 で 行 う 発 表 会 等 に 使用 す る 場合
(4) そ の 他 学 長 が特 に適 当 と 認 め る 場 合
（学外者 の 使 用 ）
第 3 条 講堂 は ， 前 条 の 規定 に か か わ ら ず ， 本 学 の 使
用 に 支 障 が な い 場合 に は ， 国， 地 方 公 共 団 体 ， 他 の
大学， 学 術 団 体 そ の 他学長が適 当 と 認 め る 団 体 に 使
用 さ せ る こ と が で き る 。
（講堂 を 使 用 で き な い 日 ）
第 4 条 講堂 を 使 用 で き な い 日 は ， 次 に 掲 げ る と お り
と す る 。 た だ し 学長が特 に 必要 と 認 め る 場 合 は ，
こ の 限 り で な い 。
( 1 )  日 曜 日
(2) 国 民 の 祝 日 に 関 す る 法律 （ 昭 和 23年 法 律 第 1 78
号 ） に 規 定 す る 休 日
(3) 1 2 月 29 日 か ら 翌年 1 月 3 日 ま で
（ 使 用 時 間 ）
第 5 条 講堂 の 使 用 時間 は ， 原 則 と し て 9 時 か ら 17 時
ま で と す る 。 た だ い 学長が必要 と 認 め る と き は ，
使 用 時 聞 を 変更 す る こ と が で き る 。
（ 使 用 承認 の 申 請 ）
第 6 条 第 2 条 本 文 の 規定 に よ り 講堂 を 使用 し よ う
と す る 場合 は， 事務局． 学生部， 人文学部， 教 育 学
部 （ 附属学校 を 含 む 。 ） ， 経済学部， 理 学 部 ， 工学
部， 教養部， 附 属 図書館， 水素同位体機能研 究 セ ン
タ ー ， 地域共 同 研究 セ ン タ ー 及 び 保健管理 セ ン タ ー
の 長 （以下 「部局 の長」 と い う 。 ） は， ホ ー ル に あ っ
て は 使 用 予定 白 の 10 目 前 ま で に ， 会 議室 に あ っ て は
使 用 予 定 日 の 3 日 前 ま で に 別記様式第 1 に よ る 講堂
使 用 承 認 申 請 書 を ， 学長 に 提 出 し ， 承 認 を 受 け な け
れ ば な ら な い 。
（ 使 用 許可 の 申 請 ）
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第 7 条 第 2 条 た だ し 書 及 び第 3 条 の 規 定 に よ り 講 堂
を 使 用 し よ う と す る 者 は ． ホ ー ル に あ っ て は 使 用 予
定 日 の 20 日 前 ま で に ， 会議室 に あ っ て は 使用 予 定 日
の 10 日 前 ま で に 別記様式第 2 に よ る 講堂 使 用 許 可 申
請 書 を 学長 に 提 出 し ， 許可 を 得 な け れ ば な ら な い 。
た だ い 使 用 予定 日 か ら 1 年以前 の 申 請 は ． 受 け 付
け な い も の と す る 。
（ 使 用 の 承 認 又 は 許可 ）
第 8 条 前 2 条 の 申 請 が あ っ た と き は ， 学 長 は ， そ の
使用 目 的等 を 審 査 し 適 当 と 認 め る も の に つ い て 必
要 な 条 件 を 付 し て 使 用 を 承 認 又 は許可す る も の と す
る 。
2 前 項 の 使 用 を承認文 は 許可 し た と き は ， 別 記 様 式
第 3 に 規 定 す る 講堂 使 用 承 認書 文 は 別記様式第 4 に
規定す る 講堂使用 許可書 を 当 該 申 請書 に 交 付 す る 。
（使用 料 ）
第 9 条 使用 料 は ， 基本料金， 附帯料金及 び 特 殊 装 置
貸 付料 と し ， そ の 料金 は 別 に 定 め る 。
2 第 2 条 に 基 づ き 使 用 す る 場 合 は ， 附帯料金 の 全 部
又 は一部 を 負担 し な け れ ば な ら な い 。
3 第 3 条 に 基づ き 使 用 す る 場 合 は ， 基本料金及 び 附
帯 料 金 を 徴 収す る 。 た だ し ， 特殊装置 を 使 用 す る と
き は ， 第 1 項 の 特殊装置貸付料 を 加 算 す る 。
（ 使 用 料 の 納付等 ）
第 10条 第 8 条 の 規 定 に よ り 使 用 の 許 可 を 受 け た 者
（ 以 下 「使 用 者 」 と い う 。 ） は ， 前 条 第 2 項 文 は 第
3 項 の 使 用 料 を 前納 し な け れ ば な ら な い 。
2 既 に 納 入 し た 使 用 料 は ， 還付 し な し 、 。 た だ し ， 次
の 各号 の ー に 該 当 す る 場 合 は ， そ の 一部又 は 全 部 を
還付す る こ と が あ る 。
(1 )  災 害 そ の 他 使 用 者 の 責 め に よ ら な い 事 由 で 使 用
で き な く な っ た と き 。
(2) 第 13 条 第 1 項第 1 号 の 規 定 に よ り 使用 の 許可 を
取 り 消 し ， 又 は 使 用 を 中 止 さ せ る と き 。
（ 使 用 者 の遵守義務）
第 1 1 条 使 用 者 は ， こ の 規 則 を 遵 守 し ， 施設， 設 備 ，
文 は 備 品 （ 以 下 「施設等」 と い う 。 ） を 善 良 な 管 理
者 の 注 意 を も っ て 使 用 し な け れ ば な ら な い 。
2 使用 者 は ， 使用 を許可 さ れ た 施設等 を 他 の 者 に 転
貸 し て 使用 さ せ て は な ら な い 。
（原状変更等）
第 12 条 使 用 者 は ， 講堂 に 特 別 の 工作 を し ， 又 は 変 更
を 加 え で は な ら な い 。 た だ し ， 学 長 の 許可 を 得 た 場
合 は ， こ の 限 り で な い 。
戸hda斗企
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学
（ 使 用 許可 の 取 消 し 等 ）
第 13 条 学長 は ， 次 の 各 号 の ー に 該 当 す る 場 合 に は ．
使 用 の許可 を 取 り 消 し ， 又 は 使 用 を 中 止 さ せ る こ と
が で き る 。
( 1 )  本学が， 緊 急 に 使用 す る 必要 が生 じ た と き 。
(2) 使 用 者が， こ の 規 則 文 は 使 用 許可 条 件 に 違 反 し
た と き 。
(3) 本 学 の 運 営 に． 重 大 な 支障 が あ る と 認め た と き 。
2 前 項 の 措 置 に よ り ． 使 用 者 が い か な る 損害 を 生 じ
て も ， 本学 は そ の 責 任 を 負 わ な い 。
（ 使 用 日 時等 の 変更及 び使 用 の 取 り や め ）
第 14 条 使用 者 は ， 使用 の 許 可 を 受 け た 後 に お い て 使
用 日 時 を変 更 し よ う と す る 場 合 は ， 速 や か に 学 長 に
申 し 出 て ， 承 認 又 は許可を 受 け な け れ ば な ら な い 。
2 使用 者 は ， 使 用 を 取 り や め る 場 合 は ， 速 や か に 学
長 に 申 し 出 な け れ ば な ら な い 。
（ 原 状 回 復 ）
第 15 条 使用 者 は ， 使用 が終了 し ， 又 は 第 13条 の 規 定
に よ り 使 用 の 許 可 を 取 り 消 さ れ， 若 し く は 使 用 の 中
止 の 指示 を 受 け た と き は， 速 や か に 原 状 に 回 復 し ，
本学係 員 の 立会 い に よ っ て返還 し な け ればな ら な い 。
（損害賠 償 ）
第 16条 使用 者 は ， そ の 責 に 帰す る 事 由 に よ り 施 設 等
を 汚損 し ， 損傷 し ， 又 は 滅失 し た と き は， そ の 損 害
を 弁償 し な け れ ば な ら な い 。
（事故 の 防止 等 ）
第 17 条 使用 者 は ， 講 堂 の 使 用 中 に 事 故 が 生 じ な い よ
う に 万 全 を 期 さ な け れ ば な ら な い 。
2 使用 者 は， 使 用 中 に 事故 が生 じ た と き は ， そ の 状
況 を 直 ち に 学長 に 報告 し な け れ ば な ら な い 。
（ 係 員 の 入室 ）
第 18条 使 用 者 は ， 本学係員 が管理上必要 と 認 め 講 堂
に 立入 る 場合 は ， こ れ を 妨 げ で は な ら な い 。
（運 営 ）
第 四 条 講 堂 の 運 営 に 関 す る 重要 な 事項及 び こ の 規 則
の 解釈 に 疑義 が 生 じ た 場 合 に は ， 富 山 大 学黒 田 講 堂
運営委 員 会 の 議 を 経 て 学長 が 決定 す る 。
（事 務 ）
第20条 講堂 の 管理及 び使用 に 関 す る 事務 は ， 経 理 部
主計課が担 当 す る 。
（雑 則 ）
第21 条 こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か， 講 堂 の 使 用 に
関 し 必要 な 事項 は学長が別 に 定 め る 。
報 出318乃
附 Jjlj
こ の 規 則 は ， 平成 2 年 6 月 22 日 か ら 施行す る 。
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富 山 大学黒 田 講堂使用 細 則 の 制 定
寓 山 大 学 黒 田 講堂 使 Ill 細 則 を 次 の と お り ilii］ 定 す る 。
平成 2 101: 6 月 22 日
富 山 大学黒 田 講 堂 使 用 細 則
（趣 旨 ）
第 1 条 こ の 細 則 は， 富 山大学黒 田 講 堂 使 用 規則j ( JV. 
下 「規 則 」 と い う 。 ） 第 2 1 条 の 規 定 に 基 づ き ， 富 山
大 学 黒 田 講堂 （以下 「誹堂 」 と い う 。 ） の 使 用 に つ
い て 必要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。
（ 使 用 許可基準 ）
!fi 2 条 ホ ー ノレ を 使用 す る 場 合 は ， 次 に 掲 げ る 基 準 に
該 当 す る も の で な け れ ば な ら な い 。
( 1 )  規 則 に 定 め る 要 件 を 満 た し て い る こ と 。
(2) 参加 人 員 が概 ね 1 00人以上 見込 ま れ， か っ ， 500
人 以 内 で あ る こ と 。
(3) 収 益 を 図 る た め の 入場料等 を 徴 収 し な い も の で
あ る こ と 。
(4) 使用 者 が過去 に講堂 の 使 用 許可 条 件 に 違反 し た
事実 が な い こ と 。
(5) リ ハ ー サ ル そ の 他準備 行為 に ホ ー ル を 使用 す る
場 合 は . 2 回 限 り で あ る こ と 。
(6) そ の 他 ホ ー ル の 使 ！ 日 と し て 適 当 な も の と 認 め ら
れ る こ と 。
2 会議室 を 使用 す る 場 合 は ． 次 に 掲 げ る 基準 に 該 当
す る も の で な け れ ば な ら な い 。
( 1 )  規 則 に 定 め る 要件 を 満 た し て い る こ と 。
(2) 他 の 会 議 室， 講義室等 の 施設 を も っ て 替 え る こ
と が で き な い 相 当 の 理 由 が あ る こ と 。
(3) 収益 を 悶 る た め の 入場料等 を 徴収 し な い も の で
あ る こ と 。
(4) 使 問 者ーが過去 に 講堂 の 使 用 許可 条 件 に 迅 反 し た
事実 が な い こ と 。
(5) そ の 他会議室 の 使 用 と し て 迎 当 な も の と 認 め ら
れ る こ と 。
（学生等 の 使用 ）
出 3 条 規 ill］ 第 2 条 た だ し 苫ー の 規定 に よ り 学生等 の 団
f ＊ が 講堂 の 施 設 を 使川 し よ う と す る 場 合 は ． 日lj 記 椛
式 !'H 1 に 規 定 す る 学生部長又 は 所 属 す る 音l\ h':1 の 長 の
副 申 請書： を 添 付す る も の と す る 。
（ 使 用 承 認 申 請書 の 取扱 い 及 び 使 用 承 認の手続 き 等）
第 4 条 m 則 第 6 条 に 規定 す る 講堂 使 用 承 認 「j:i 抗 告
は ． 経理部主計課 に 提 出 す る も の と す る 。
富 山 大学長 大 井 信
2 経理部主計tM� は． 所 定 の 手続 き を 経 て ， tド 前 者 に
対 し 講堂 使 用 承認舎の 交 付 又 は 不承 認 の 通知 を 行 う も
の と す る 。
（ 使 用 許可 申 請古－ の 取 扱 い 及 び使用 許可の手続 き 等 ）
第 5 条 規 則 第 7 条 に 規定 す る 講堂 使用許可申請書：は，
別表 に 定 め る 受 付 担 当 部 課 に 提 出 す る も の と す る 。
2 講堂使用 許可 申 請 書： を 受理 し た 受 付 担 当 部課 は ，
必要 な 意 見等 を 付 し ， 所 定 の 手続 き を 経 て . j生 や か
に経理部主計課 に 回 付 す る も の と す る 。
3 経理部主計課 は． 所 定 の 手続 き を 経 て ． 申 請 者 に
対 し 講堂 使 用 許可 古ー の 交付 又 は 不許可 の 通 知 ｜ を 受 付
担 当 部課 を 通 じ て 行 う も の と す る 。
4 規 則 第 13条第 1 項 の 規定 に よ り 使 用 の 許可 を 取 り
消 し ． 若 し く は 使用 を中止 さ せ る と き は ， 受 付 担 当
部課 を jfil じ て 申 請者 に 通知 す る も の と す る の
（ 使用 料 の 減 免 ）
第 6 条 J旦 則 第 9 条 第 2 r� に 規 定 す る も の の う ち ．
学 長 が や む を 同 な い と 認 め た と き は ． ドH ；�i＇！； 料 金 の 一
部 を 減額す る こ と が で き る 。
（ 使 用 料 の 負 担 ）
第 7 条 即日1Jt11 g 条 tfi 2 項 に 規 定 す る も の の う ち f郎 防
の 附帯料金 の 負担 は ． 使 間 す る 古I� J巧 の 予＇.！；＇.，i: か ら 事 務
局 の 予 算 へ の 移 し 首 え に よ り 行 う も の と す る 。
（ 優先使用 l順位 ）
指 8 条 同 一 日 ll�i に 使 用 が 競 合 す る 場 合 の 催先llll'i位は．
j旦 則 第 2 �長木 分 の 規定 に よ る も の ． 同 条 た だ し ＇.�1＿；： の
規定 に よ る も の ， JS；！ 川 第 3 条 の 規定 に よ る も の の Ill日
と す る 。 た だ し . J必1111 第 13条 第 1 項 に 別 定 す る 叫 合
を ｜徐 き ． 講 堂 使 用 許可書 を 交 付 し た 場 合 は こ の 限 り
で な い 。
（
施3呈設耐j 担 当者 ）
ti'� 9 条 講 堂 の 設 備 等 を ilii 切 か っ 安 全 に操作す る た め．
施設課 に 主任施設設備 担 当 者 を ． 各 部 局 に 2 名 以 ｜二
の施設設備担 当 者 を ほ く 。
2 各 部 局 の 長 は ． 年度 当 初 に 施設設備担当者を定め，
速 や か に 施設訪！ に ヰ11告 し な け れ ば な ら な い 。
3 主任施設設備担 当 者 は ， 施設設｛iii! 担 当 者 に 設 備 等
の 操 作法 を 指導す る も の と す る 。
11 施設設備担当者は． 使 用 者 に 対 し て ， 講堂の 使用
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に ｜出 し て の 必要 な 知識 の Jii IJ 1� を す る も の と す る 。
（ 設 仙 沼？ の j栄作 ）
引 109長 ;tQ: f!lii 等 は ， 施設”iQ f!iii 担 当 古 以 外 の 者 は ． 探 作
し で は な ら な し 、 。 た だ し 施設設備 担 当 背 の 指 導 の
下 に 悦 作 す る 場 合 は ． こ
の
限 り で な し 、 。
（ 百1'i'i:習 会 ）
出 1 1 条 施設詞！ は ． 設 備等 の 刊 滑 な 述用 を図 る た め ．




習 会 を 年 l 凹 以上実施 す る も の と す る 。 c w� !!IJ ) 
第 12条 こ の 制 f11J に 定 め る も の の ほ か． 杭堂 の 印 Jr] に
関 し 必要 な ：：：］ UJ[ は ． 日I］ に 定 め る の
llH l ! IJ 
こ の 制 t\IJ は ． 平 成 2 .t1:: 6 月 22 日 か ら 実施 す る 。
＝�－－ �－－－－－；一二二二 ］－－－���！��i__ _ ! 
所：草： に 鴎 し な い も の
2 木学以 外 の 者が 使 間 す る 場 合
｜ 問主計課1 本学のl服員が使川 す る 場 合 で あ っ て， j也の;ii�局の
本 学 の 学生 の 叫！ 外活 動 団 体 が ｛史 川 す る 場 合 学生古11学生課
1 当 該郎防 に 所 属 す る ！ft&員 が ｛史 1日 す る J�｝ 合
2 当 該部 局 に 所属 す る 学生 の 同 体 が 使 用 す る l坊 合
日I］記tli i\: tfi 1 




平Ii文 {jミ 月 lで｜
上記 の l ii Bi'i· は . i自 主1 な も の と 認 め ま す c
認 め ま せ ん 。
学生部長 又 は i�r hJ:i す る ；：I�局 の 長
氏名 印
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富 山 大学黒 田 講堂の使用 料 に つ い て
平成 2 年 6 月 22 日
学 長 裁 定
富 山 大学黒 田 講堂使 用 規 則 第 9 条 第 1 項 の 規定 に 基 づ き ， 使 用 料 を 別表 の と お り 定 め る 。
附 員lj
こ の 定 め は ， 平 成 2 年 6 月 22 日 か ら 施 行す る 。
（別表）
使 用 料 金 表
基 本 料 金 及 び 附帯料金 （単位 ： 円 ）
区 分 全 自官
ホ ー ル 会議室
全 日 半 日 全 日 半 日 全 日 半 日
基 本 料 金 57 400 28, 700 49 , 600 24 800 13 400 6 700 
夏 －君f主－ 1 1  880 5 940 10 , 700 5 350 1 , 580 790 電気料 そ の 他季 10 800 5 400 9 740 4 870 1 440 720 
71< 道 料 480 240 400 200 100 50 
附帯料金 冷 房 キヰ 7 , 130 4 , 090 6 ,610 3 810 520 280 
暖 民 料 1 2 , 790 7 , 880 970 520 
清 掃 料 （契 約 金 額 に よ る ）
特殊装置貸付料 （単位 円 ）
装 置 名 全 日 半 日
A v 〉／ ス ア ).,. 2 960 1 480 
高輝度 ビ デ オ プ ロ ジ ェ ク タ ー 29 580 14 , 790 
6 、、 映 写 機 880 440 
備考 1 全 日 と は ， 使用 時 間 が 4 時 聞 を 超 え 8 時 間 以 内 の 場 合 を い い ， 半 日 と は ， 使用 時 聞 が 4 時間 以 内 を い
つ 。
2 8 時間 を 超 え る 場 合 は ， 1 時 間毎 に 全 日 料 金 の 8 分 の l の 料 金 を 加算 す る 。
3 夏季 は ， 7 ～ 9 月 の 期 聞 を い い ． そ の 他季 は ， l ～ 6 月 . 10～12月 の 期 間 を い う 。
4 料金 に は ， 装 置 の 使 用 に 伴 う 技術料 は 含 まな い 。
5 消 費 税 は ， f;lj述加算 す る 。
富 山 大学黒 田講堂使用 規則第 9 条第 2 項 に基づ く 附帯料金 に つ い て
平成 2 年 6 月 22 日
学 長 裁 定
富 山 大学黒 田 講堂使用 規 則J （ 以 下 「規 則 」 と し 寸 。 ）
第 9 条 第 2 項 に 規定 す る 附帯料金 の 負担 額 に つ い て ，
次 の と お り 定 め る 。
1 規 則 第 6 条 lこ 規 定 す る 部局 主 催 の 諸行事 に 使 用
す る 場合 は ， 別 表第 1 の と お り と す る 。
2 規 則j 第 2 条 た だ し 書 き に 規定 す る 本学 の 職員，
学生等が使用 す る 場合 は， 月lj表第 2 の と お り と す る 。
附 J!IJ
こ の 定 め は ， 平成 2 年 6 月 22 日 か ら 施行 す る 。
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（ 日IJ 表 第 1 ) 附 帯 料 金 表
（単位 ： 円 ）
区 分 I 全I R官 ｜ ホ才一 ｜ 会議室 二1
刈 ｜ 全 日 一一日」 全 日 半 工｜三
電 気料 ！ 享 季 j 1叫 州 型旦t-- 5 ,350 • 一一一 一一一｜ の 他季 I 10.soo I 5, 400 I 9 ,740 I 一一五ーす－�4－－－－下一刻一一－－·21-0j 400 一一利一可ヴーーす
冷 房 料 \ 1 , 130 I 4 , o9o I 6, 610 \ 3 ,810 I 520 \ 280 
暖 房 料 ｜ 一一 ｜ 一一 I 12 .  190 I 1 .sso I 910 I 520 
清 掃 料 ｜ （契 約 金 額 に よ る ）
備 考 1 全 日 と は ． 使 用 時 間 が 4 時間 を 超 え 8 時間以内 の場 合 を い い ， 半 日 と は ， 使 用 時 間 が 4 時 間
以 内 を い う 。
2 8 1時 間 を 超 え る 場 合 は ， 1 時 間仰 に 全 日 料金 の 8 分 の l の 料 金 を 加算 す る 。
3 夏季 は . 7 ～ 9 月 の 期 聞 を い い ， そ の 他 季 は ， l ～ 6 月 . 10～ 12月 の 期 閣 を い う 。
4 料金 に は ， 装 置 の 使 用 に 伴 う 技術料 は 含 ま な い 。
5 消 費 税 は ． 別途加 算 す る 。
（日I］表第 2 ) r�t 帯 料 金 表
（単位 ： 円 ）
全 館 ホ ー ル 会 議室区 分
1-ニ 日 当三 日 全 日 半 日 全 日 半 日
夏 牙ま
7 400 3 700 6 700 3 ,350 1 000 500 
電気料
3,700 1 850 3 350 1 , 675 500 250 
そ の 他季
6,800 3 , 400 6, 100 3 ,050 900 450 
3 400 1 700 3 ,050 1 ,525 450 225 
冷 房 料
4, 300 2 , 150 4 ,000 2 000 300 150 
一
2 , 150 1 ,075 2 , 000 1 000 150 75 
7 700 3 850 600 300 
暖 房 料 3 850 1 925 300 150 
備考 1 全 日 と は ， 使 用 時 間 が 4 時聞 を 超 え 8 時 間 以 内 の場 合 を い い ， 半 日 と は ， 使 用 時 聞 が 4 II寺間以 内 を い
つ 。
2 8 時 間 を 超 え る 場 合 は ， 1 時 間毎 に 全 日 料 金 の 8 分 の l の料金 を加算 す る 。
3 夏季 は ， 7 ～ 9 月 の j明 聞 を い い ， そ の 他 季 は ， l ～ 6 月 . 10～ 12月 の 期 聞 を い う 。
4 料金表 の 上段 は 職 員 が 使 用 す る 場 合 の 料 金 を ， 下段 は学生， 児m， 生徒等 の 団 体 が 使 用 す る 場 合 の 料
金 を 表 す 。
な お ， 上記の う ち 清掃 料 は ， 平成 2 年 度 に お い て は 次 の と お り と す る こ と に な っ て い ま す 。
全 館使用 の 場 合 9,300円
ホ ー ル 使用 の 場 合 7,850円
会議室 使 用 の 場 合 4,270円
（ 注 ） 上記金額 に は ， 消 費 税 を 含 ん で い る 。
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富山大学水素 同位体機能研究セ ン タ 一規則 の 制 定
富 山 大学水素 同 位体機能研究 セ ン タ 一 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 2 年 6 月 8 日
富 山 大学水素同位体機能研究 セ ン タ ー 規則
（趣 旨 ）
第 1 条 こ の 規則 は ， 富 山 大学学則第 9 条第 2 項 の 規
定 に 基 づ き ， 富 山 大学水素同 位体機能研究 セ ン タ ー
（以下 「 セ ン タ ー と い う 。 」 ） に 関 し ， 必要 な 事 項
を 定 め る 。
（ 目 的 ）
第 2 条 セ ン タ ー は ， 水素同 位体が有 す る 機能性 に 関
す る 基礎的研究を 行 う と と も に ， そ の 機能性 を 有 効
か っ 安 全 に 利用 で き る 技 術 と し て 大量 か っ 高濃度 の
ト リ チ ウ ム の 取 扱 い 技術 等 の 研 究 開発 を 行 う 学 内 外
の 教 員 そ の 他 こ れ に 準 ず る 者 の 共 同 利 用 に 供 す る こ
と を 目 的 と す る 。
（職 員 ）
第 3 条 セ ン タ ー に セ ン タ ー 長 を 置 く 。
2 セ ン タ ー 長 は ， セ ン タ ー の 業務 を 掌理 す る 。
第 4 条 セ ン タ ー に 教授， 助教授 そ の 他の職員を置 く 。
2 セ ン タ ー 長 及 び教 員 の 選考 に 必 要 な 事項 は， 別 に
定 め る 。
（運営委 員 会 ）
第 5 条 セ ン タ ー に ， セ ン タ ー の 重要事項 を 審議 す る
た め ， 水素同 位体機能研究 セ ン タ ー 運営委員会 （ 以
下 「運営委員会」 と い う 。 ） を 置 き ， 次 の 各 号 に 掲
げ る 事項 を 審 議 す る 。
(1 ) 管理運 営 の 基本方針 に 関 す る 事項
(2) セ ン タ ー の セ ン タ ー 長及 び教 員 の 人 事 に 関 す る
事項
目） そ の 他 セ ン タ ー に 関 す る 必要 な 事項
第 6 条 運営委員 会 は， 次 の 各号 に 掲 げ る 委員 を も っ
て 組織 す る 。 た だ し ， 教 員 の 人事 に 関 す る 事 項 を 審
議す る と き は ， 助 教授以下 の委員 を 除 く 。
( 1 )  セ ン タ ー 長
(2) セ ン タ ー の 教授及 び助教授
(3) 理学部長
(4) 理学部か ら 選 出 さ れ た 教授 3 名
(5) 工学部か ら 選 出 さ れ た 教授 2 名
(6) 教育学部 及 び教養部か ら 選 出 さ れ た 教授
各 1 名
富 山 大学長 大 井 信
(7) 地域共同研究 セ ン タ ー の 専任教員 l 名
2 前項第 4 号 か ら 第 7 号 ま で の 委 員 は ， 当該学部 ，
教養部及 び地域共 同 研究 セ ン タ ー の 長 の 推薦 に 基 づ
き ， 学長 が 命 ず る 。
第 7 条 前 条 第 1 項第 4 号 か ら 第 7 号 ま で の 委員 の 任
期 は， 2 年 と し ， 再任 を 妨 げ な い 。 た だ し ， 補 欠 の
委 員 の 任期 は， 前任者 の残任期 間 と す る 。
第 8 条 運営委員会 に 委 員 長 を 置 く 。
2 委員長 は ， セ ン タ ー 長 を も っ て 充 て る 。
3 委員長 は ， 運営委員 会 を 招 集 し ， そ の議長 と な る 。
た だ い 委 員 長 に 事故 あ る と き は ， 委員長 が あ ら か
じ め 指 名 し た 委 員 が そ の 職務 を 行 う 。
第 9 条 運営委員 会 は ， 委員 の 過半数 が 出 席 し な け れ
ば開会 す る こ と が で き な い 。
2 議事 は ， 出 席 委 員 の 過半数 で 決 し ， 可否 同 数 の と
き は ， 議長が こ れ を 決 す る 。
第 10条 運営委員 会 が必要 と 認 め た と き は， 委 員 以
外 の 者の 出 席 を 求 め て 意 見 を 聞 く こ と が で き る 。
第 1 1 条 運営委員会 に 専 門 の 事項 を 調 査検討す る た め，
専門委 員 会 を 置 く こ と が で き る 。
2 専門委員 会 に 関 し ， 必要 な 事 項 は ， 運営 委 員 会 の
議 を 経 て 委 員 長 が 別 に 定 め る 。
第 12条 運営委員会 に 幹 事 を 置 き ， 幹 事 は ， 庶 務 部 庶
務課長 を も っ て 充て る 。
（庶 務 ）
第 13条 セ ン タ ー の 庶務 は ， 当 分 の 間， 関 係 部 局 の 協
力 を 得 て 事務局 に お い て 処 理 す る 。
附 目rj
こ の 規 則 は ， 平成 2 年 6 月 8 日 か ら 施行す る 。 た だ
し ， こ の 規 則 の 施行 日 前 に 「 富 山 大 学水 素 同 位 体 機 能
研 究 セ ン タ ー 設立準備委員会要項」 に 基づ い て 行 わ れ
た セ ン タ ー に 関 す る 議決事項 は ， こ の 規則 に 基 づ い て
行 わ れ た も の と み な す o
砂富 山大学水素同位体機能研究セ ン タ 一規則の制定理由
富山大学に学内共同教育研究施設 と し て ， 富 山 大学水
素同位体機能研究セ ン タ ー が設置 さ れ る た め ， 所要事項
を定め る 。
円LFhu 
平成 2 .�p J J Jl'. { r ,:<. 十 報 ��i318 �） 
富 山 大学水素同位体機能研究セ ン タ ー 長及び教員選考規則
富 山大学水素 同 位体機能研究 セ ン タ ー の セ ン タ ー 長及 び教員選考規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 2 年 6 月 8 日
富 山大学水素同位体機能研究 セ ン タ ー の
セ ン タ ー 長 及 び教員選考規則
（趣 旨 〉
第 l 条 こ の 規則 は ， 富 山大学水 素 同 位体機能研 究 セ
ン タ 一 規則第 4 条第 2 項 の 規 定 に 基づ き ， 富 山 大 学
水素同 位体機能研究 セ ン タ ー の セ ン タ ー 長及 び教 員
の 候補者の 選 考 に 関 し ， 必要 な 事項 を 定 め る 。
（ セ ン タ ー 長 候補 者 の 選 考 ）
第 2 条 セ ン タ ー 長候補者 の 選考 は ， 富 山 大学水 素 同
位 体機能研究 セ ン タ ー 運営委員会 （以下 「運 営 委 員
会 」 と い う 。 ） の 推薦 に 基づ き 学長 が 行 う 。
2 運営委員 会 は ， 前項の推薦 に 当 た っ て 本学 の 教 授
及 び教授予定者の う ち か ら 選 定す る も の と す る 。
（ セ ン タ ー 長 候補者 の 選考時期 ）
第 3 条 セ ン タ 一 長候補者 の選考 は ， 次 の 各号 の ー に
該 当 す る 場合 に 行 う 。
( 1 )  セ ン タ ー 長 の 任 期 が 満 了 す る と き 。
(2) セ ン タ ー 長 が辞任 を 申 し 出 た と き 。
(3) セ ン タ ー 長 が欠員 に な っ た と き 。
2 前項第 l 号 に 該 当 す る 場合 の選 考 は ， 任期満 了 の
30 日 前 ま で に ， 同項第 2 号 又 は 第 3 号 に 該 当 す る 場
合 は ， 速 や か に こ れ を 行わ な け れ ば な ら な い 。
（ セ ン タ ー 長 の 任 期 ）
第 4 条 セ ン タ ー 長 の 任期 は， 2 年 と し ， 再任 を 妨 げ
な し 、 。
（教員候補者 の 選 考 ）
第 5 条 教員候補 者 の 選考 は ， 運営委員会の議を経て，
学長が行 う 。
（選考委員会 ）
第 6 条 運営委員 会 は ， 教員候補 者 を 選 考 す る 場合 ，
選考委員会 を設 け る 。
2 選考委員会 の 委員 は， セ ン タ 一 長 及 び運営委員会
富 山 大学長 大 井 信 一
が選 出 し た 教授 （原則 と し て 4 名 ） を も っ て 構 成 す
る 。
3 選考委員 会 は ， 富 山大学教員資格基準 に よ り 教 員
候補者を審査選定 し ， 運営委員会 に報告す る 。
（教員候補者 の 内 申 ）
第 7 条 運営委員会 は， 前条第 3 項 の 教員候補者 に つ
い て可否 を 決定 す る 。
2 前項 の 決定 に 当 た っ て は， 構成員 の 3 分 の 2 以 上
出 席 す る 会議 に お い て ， そ の 3 分 の 2 以上 の 同 意 を
要す る も の と す る 。
3 セ ン タ 一 長 は ， 運営委員 会 に お い て 決定 し た 教 員
候補者 を 学長 に 内 申 す る 。
附 則
こ の 規則 は ， 平成 2 年 6 月 8 日 か ら 施 行 す る 。
砂 富 山大学水 素 同 位体 機能研究 セ ン タ ー の セ ン タ ー 長
及 び教員選考規則 の制定理由
富 山大学 に 学 内 共同 教育研究施設 と し て ， 富 山 大 学
水素同位体機能研 究 セ ン タ ー が設置 さ れ る た め ， 所 要
事項 を 定 め る 。
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学 内 レ ク リ エ ー シ ョ ン
間弱蝉話調，，，.，，.掛庶民R使交史＂＂＇＂＇玄言論世回調富田副同認調店主禽経由豆諸官目指軍当
平成 2年度部局対抗 ソ フ ト ボー ル大会
本学 レ ク リ ェ ー シ ョ ン 委員会体育部会 ソ フ ト ボ ー ル
班主催， 文部省共催組合富山大学支部共催 に よ る 平 成
2 年度部局対抗 ソ フ ト ボ ー ル大会が， 5 . 6 .  7 月 の
昼休み を利用 し て 本学 グ ラ ン ド で実施 さ れ ま し た 。





工学部 A チ ー ム
経済学部チ ー ム
工学部 B チ ー ム
経理部チ ー ム
予選 リ ー グ
( A プ ロ ッ ク 〉
A B c D 勝 率 順 位
A 工 学 部 B 1 1 - 3  1 0 - 4  1 3 - 5  1 . 000 1 位
B 附 属 図 書 館 3 - 1 1  1 3 - 1 6  4 - 22 0 . 000 4 
施 設 課 ． c 学 生 部 4 - 1 0  1 6 - 13 6 - 2 1 0 . 333 3 
D f丞 理 剖3 5 - 13 22 - 4  2 1 - 6 0 . 667 2 
( B フr ロ ッ ク 3
E F G H 勝 率 得失点差 順 位
E 工 学 部 A 1 7 - 1 27 - 6  1 6 - 1 0 1 . 000 1位
F 経 済 学 部 1 - 1 7 6 - 9  1 9 - 8  0 . 333 26 - 34 2 = - 8 
G 教 育 学 部 6 - 27 9 - 6  1 0 - 12 0 . 333 24 - 45 4 = - 20 
日 教 養 �B 1 0 - 16 8 - 1 9 1 2 - 1 0  0 . 333 30 - 45 3 = - 1 5  
c c フ． ロ y ク 〉
I J K H券 率 得失点差 JI頃 位
人 文 学 部 7 - 1 0 位19 - 9  0 . 500 26 - 1 9 = 7 1 
J ti;王 手jj 制1 1 0 一 7 9 - 1 1  0 . 500 1 9 - 1 8 = 1 2 
K 理 学 制1 9 - 19 1 1 - 9  0 . 500 120 ー 28 = 3 - 8 
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渡航 の 種類 所 属 1蔵 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間








究 国際会議 に 出 席及 び資料収集 2.5 .22 
チ ェ コ ス ロ ノ ぜ キ ア ， 緑藻植物 の 生物学及 び分類学 2.6 .23 
教育学部 助教授 渡遺 オ ー ス ト リ ア ， に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム 並 び に
シ ン ガ ポ ー ル 研究 資料収集 2.7.  1 
超低温核整列 の核磁気共鳴法 2 .6 .  1 
外 国 出 張 理学部 助 手 西村克彦 連合王国 に よ る 希土類金属 間化合物 の
磁性 の 研究 3.3 .3 1  
教 授 菅井道三 ア メ リ カ 合 衆国 国際 シ ダ学会 に 出 席及 び研究
2 .6 .22 ，， 
打 合 せ 2.7 .  4 
ウ ァ レ ン ナ ー ア バ ス ト マ ニ宇 2.6 .  3 工学部 助 教授 坂井純一 ソ ビ エ ト 連邦 宙 プ ラ ズ マ 物理学研究集会 に
出 席 2 . 6 . 1 6  
人文学部 講 師 前川 要 大韓民国 倭城跡見学研修 2.5 .24 2 .5 . 28 
海外研修旅行
第 4 回 日 中地理学 シ ン ポ ジ ウ 2 .5 .  3 
経済学部 教 授 中藤康俊 中 華 人 民共和国 ム に 出 席 及 び研究打合せ 2.5 . 15  
FD FD




富 山 大学名 誉教授 石瀬秀治氏逝去
本学名誉教授石瀬秀治氏が， 平成 2 年 5 月 21
日 急性呼吸不全 の た め逝去 さ れ ま し た 。 享年
72歳。
石瀬先生 は， 昭和 16年3月 京都帝国大学文学部
哲学科卒業後， 同22年 1 2月 同大学大学院文学部
哲学科を中退， 昭和16年9月 富山県立滑川 商業学
校教諭， 同20年12月 富山高等学校講師等 を経て，
昭和24年6月 富山大学文理学部助教授， 同 28年8
月 経済学部助教授， 同39年2月 同学部教授と な り ，
同58年4月 1 日 を も っ て停年退官 さ れま し た 。
こ の間， 同氏は通算約40年 に わ た り ， 教育 ・
研究の両面 に わ た っ て尽力 さ れま し たが， 特 に ，
昭和24年本学発足以来， 「社会学」 担当教官 と
し て奉職 さ れ， 厳正 な 教育姿勢 の 中 に も 終始懇
篤な温情を も っ て学生 の教育 ・ 指導 に 当 た り ，
広 く 社会各方面へ の指導者 の 人材育成 に 貢献 さ
れ ま し た 。
ま た ， 同氏 は， 「マ ッ ク ス ・ ウ ェ ー パー の理
解社会学に関す る若干の批判」 他， 多数の著書 ・
論文を発表 し， こ れ ら の研究業績 は， 学界 は も
と よ り 各界 に お いて も 高 く 評価 さ れ ま し た 。
さ ら に， 同氏 は富山大学内 に お い て は ， 経済
学部長を 1 期， 評議員 を 3 年 4 月 務 め ， 経済学
部の指揮運営 の み な ら ず大学 の管理運営 に も 参
画 し ， 本学の充実発展 に大 き く 貢献 さ れ ま し た D
こ の ほか， 本学経営短期大学部主事 を 2 期務
め， 同短期大学部 の教育 ・ 研究 の 発展 に も 尽力
さ れま し た。
こ れ ら の功績 に よ り 同氏 に は ， 昭和58年4月 に
「富山大学名誉教授」 の称号が授与 さ れていますO
ま た， 本学退職後 も ， 高山短期 大学教授 と し
て教鞭を執 り ， 終生， 教育 ・ 研究 に 大 い に 尽力
さ れま し た口
こ こ に， 同氏の御冥福 を 祈 り ， 謹ん で哀悼 の
意を表 し ま す 口
no Fhu
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＂＂司－百泡眉百＂＂＂＇包＂＂＂＂＇
〈新任者住所〉
事務局 ・ 学生部 文部事務官 高 木 晃
庶務部長 小 幡 忠 夫 （教務係 ）
理学部
主計課長 伊 藤 房 教 授 鈴 木 正 昭
（解析学 ）
工学部
附属 図書館 事務補佐員 福 島 久 恵
文部事務官 寺 田 明 弘 （学務係 〉
（受 入 係 ）
教養部
事務補佐員 林 敏 和 助教授 奥 村 謹
（ 閲 覧 係 ） （ 英 語 ）
〈住所変更〉 地域共同研究セ ン タ ー
附属 小学校 助教授 池 野 進




附属 中 学 校 助 手 佐 藤 裕 子 （旧姓 金山）
助 手 上 木 佐季 子 （ 旧 姓 金 津 ）
教 壬u6'リ 永 田 真 理 工学部
（理科 ） 事務補佐員 福 島 久 恵、 （ 旧 姓 庄司 ）
〈 改 名 〉
附属 養護学校 経済学部






助 手 佐 藤 裕 子
（ 企 業 関 係 法 ）
円iphu 
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内 に ， 差 出 郵便局 に 書留郵便物 の受領証 を 提示 す れ ば
配達証明 の 請 求 を す る こ と が で き ま す 。 配達証 明 郵
便 物 を 配達文 は 交 付 さ れ た と き は ， 配達 し た 郵便 局 か
ら 配達証明書が， 差 出 人 に 郵送 さ れ ま す 。
（郵便物配達証明書）
一一 シ リ ー ズ 一一
／国一内向1
今 回 は， 郵便物 の 特殊取扱 い に つ い て 紹 介 し ま す 。
原 則 と し て ． 郵 便 物 は す べ て 特 殊扱 い と す る こ と が
で き ま す が． 料金受取人払 い の 郵 便物， 同 時 配 達 の 取
扱 い を す る 郵便物， 郵便書簡 は特殊取 扱 い を す る こ と
が で き ま せ ん 。
⑨書留
引 受 け か ら 配達 ま で の 送達経路 を 記録 し ． 万ー そ の
途 中 で郵便物 を亡失又 は き 損 し た場 合 に は ． 差 出 し の
際 に 申 告 さ れ た 損 害要 償 額 の 範囲 内 で 損 害 を 賠償 す る
制 度 で す 。
損害要償額 は ， 内 容 品 が現金 の 場 合 20万 円 以 下 ， 現
金 以 外 の 場 合 は200万 円 以下 に 制限 さ れ て い ま す 。
書 留 を 差 し 出 す 際 に は． 必ず正確 な 損害要償額 を Ell
し 出 て く だ さ い 。
⑨簡易書留
郵便物 の 引 き 受 け と 配達 に つ い て 記録 し ， 配達 途 中
で郵便物 を 亡 失又 は き 損 し た 場 合 に は . 5 , 000 円 の 範
囲 内 で そ の 実 損額 を 賠 償 す る 制度 で す 。
料金 は 書 留 が損害要償額 に よ り 加 算 さ れ る の に対 し，
簡 易 書 留 は一律250 円 で す 。
で す か ら ， 書類等 を 安 く 確実 に 送 付 す る に は ， i留 易
書 留 が迎 し て い ま す 。
⑨速達
高速 自 動車 や航空機な ど， 最 も 早 い 運 送 使 で運 送 さ
れ， 配達 同 に 午前 7 時 か ら 午後 5 時 ま で の 聞 に 到 着 し
た も の は ， 当 日 の到着後 の 最 も 早 い 便 で配達 さ れ ま す 。
し か し ． 地域 に よ っ て は， 配達 に し て も 送達 日 数 は
変 わ ら な い 所 が あ り ま す の で． 郵便 日 数 表 を 参 照 の う
え． で き る だ け 普通郵便 で 発 送 し て く だ さ い 。
ま た ． 金 曜 日 ， 土曜 日 の 郵 便 物 に つ い て も ， で き る
だ け 普通郵 便 で 発送 し て く だ さ い 。
⑨ 引 受 時刻証明
書 留 と し た 郵便 物 の 引 受時刻 （秒 は 切 り 上 げ． 分 単
位 ま で ） を 証明 す る 制 度 で す 。
⑨配達証明
書 留 と し た 郵 便 物 を 配述又 は 交 付 し た 事 実 を 証 明 す
る 制度 で す 。









上記の鄭便物は ． 年 月 日 配達







伺 年 何 月 何 日 ， ど の よ う な 内 容 の 文 宮・ を ． 誰 か ら 誰
に あ て て 差 し 出 し た と い う こ と を ， 郵政省が証明 す る
制度で， 書 留 に し な け れ ば な り ま せ ん 。
差 出 人 は ， 文 書 の 原 本 と 謄本 2 通 を 提 出 し ， II警 本 の
1 通 は郵便局 で 保 存 し ， 1 通 は 差 出 人 に 返 さ れ ま す 。
内容証明 は． 差 し 出 し た 日 か ら 5 年以 内 で あ れ ば ．
差 出 し 周 に 受領 証 を 提示 し て ． 再 度証 明 を 請求す る こ
と が で き ま す 。 ま た ， 受領証 を 提示 し て ， I]宮 本 を 閲 覧
す る こ と も で き ま す 。
OO F円u
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関 東 ・ 甲 信 越7「21-- ① 
！）別品1 11 ① ① 
frll 干口市
千葉市 ｜ ① 
東京都区 ｜ ① －��二t：￥.＝牛1�工�ft1=R二千三二
横浜市 ① ① 大 分 市 I 2 I 2 I 1 I 2 








名 古 屋 市
（ 注 ） 1 . 表中 の数字 l は ． 翌 日 配達を， 2 は ， 翌 々 日 配達 と す る こ と を意味 し ま す 。
2 . な お ， 「①J と は ． 富山 中央郵便局 の 窓 口 に 午前 12時 ま で に 提 出 さ れ た も の は， 翌 日 配達 と な り ま すが，
午前12時を過 ぎ る と 翌 々 日 配達 と な る こ と を志味 し ま す 。
nu phu
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〔特殊取扱の料金 】
1重 ま亘 区 見リ 段 F首
現 金 損害要償額 10 ,000円 ま で 360円
一一一
損害要償額 1 0 ,000円 を 超 え る
損害要償額 1 0 円 増
20万 円 ま で 5,000円 ま で ご と に
書 留
現金以外 損害要償額 10 ,000円 ま で 360円
損 害 要 償 額 1 , 000円 を 超 え る
損 害要 償 額 2 円 増
200万 円 ま で 5,000円 ま で ご と に 一一－一一
簡易書留 250 円
250 g ま で 21 0 円
通 常郵 便 物 1 kr1 ま で 31 0円
4kg ま で 570円
速 達 一一一 一一ー一 一一 一一一一一ー一ーーー 一一一一一一一 一 一一一一 一 ー一 一 一
2kg ま で 310円一 一一一一一 一一一’ －一一一一一一一一圃・．．‘一 一一
小包郵便局 4kg ま で 460円一一一一一一宇一 一一一一
1 2kg ま で 570円
※ 引 受 時 刻 証 明 260円
一 一一一一一 一
差 し 出 し の 際 260円
※ 配 達 証 明
｜ 差 し 出 し 後 360円
謄本 1 枚 360円
※ 内 容 証 明 謄 本 1 枚 を 超 え る 1 枚増 す ご と に 21 0 円 増
一一一」謄 本 閲 覧 360円
（ 引 換金 額200万 円 ま で ） 2 10円
差 出 郵便 局 が 当 該郵便物の
代金引 換の
代 金 引 換
取 消 ・ 引 換 差 出郵便局 に 普通郵便 に よ
金 額 の 変更
お け る 当 該郵便
便 物 の 発 送 準備
速達郵 便 に よ
備 完 了 後 L電子郵便 に よ
配達 日 ｜ 通 常郵 便 物
指定郵便 小 包郵 便 物
・ ※ 印 は ， 書留 （ 簡 易書 留 を 除 く 。 ） と し た も の に 限 り ， こ の 取扱 い を い た し ま す 。
・ 郵 便 物 を 特殊取扱 （書留や速達等ー ） と す る 場 合 は ， 通常郵便物 文 は 小 包郵便物 の 料 金 に 特殊取扱 の 料 金 を
加算 し て く だ さ い 0
・ 簡 易 音 留 は ， 書籍小包郵便 物 以 外 の 小包郵便物 に は 利 用 で き ま せ ん o
・ 代金 引 換 は． 引 換金額 3 万円未満 の 場 合普通扱 い で も 利 用 で き ま す c
nHu nnu
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平成元年度卒業生産業別就職状況 （平成 2 年 5 月 1 日 現在 ）
学 部 ｜ 人 ｜ 教 ｜ 経 ｜ 理 ｜ 工 ｜ 合学 部 ｜ 人 ｜ 教 ｜ 経 ｜ 理 ｜ 工 ｜ 合
産業別




設 業 I 2 
済学育学文学 � 1 : 1 :  学 ｜ 学学
部 ｜ 部 ｜ 部 ｜ 部 ｜ 部 ｜ 計 ｜｜ 産業別 部 ｜ 部 ｜ 部 ｜ 部 ｜ 部 ｜ 計











6 I 9 
連 1 I 1 1 2 I 16 
2 通 3 
食料品 ・ たばこ製造業 ｜ 1 8 I 25 
繊 維 工 業
1 I 4 4 1 1 I 14 
1 I I I I I 3 4 
--Iーー一一一ート一一一一ふーーーーι 仮 ・ 印刷l同関連産業｜ 1 I 2 I 3 1  z I 1 1 s 1 1 サ は
いよ；十一円�I � �白·�!Jm
衣服 そ の 他の繊維製品 2 2 
鉄 鋼 業
造 I �1： 鉄 金 属 製 造 業
｜三 属 製 品 製 造 業
一 般 機 械 器 具
電 気 機 械 器 具
業 ｜ 輸 送 用 機 械 器 具
精 密 機 械 器 具
そ の 他 の 製 造 業
3 1 I 5 I 8 1 1 業 ｜ 叫の サ ー ビ ス 業 28 9 22 3 63 
5 1 1 I 5 I 15 I 32 I I I 計 61 29 GS 37 18 213 
2 8 I 7 I 27 教 育 27 127 3 179 一 一一 一一




5 8 9 23 
2 I I 43 I 45 公 事 務 16 10 40 5 72 
ー 務4 1 ；出； ｜ 計 I- 2 1ド山�＋－�－＋�1 I io I 上 記 以 外 の も の
加 ｜ 卸 売 業
小 ｜ 小 売 業
26 I 12 I 70 I 60 1 2 13 1 381 
15 1 I 20 
� 11 : J�111竺
正〉、Eコ
5 5 I 23 
計 銀 行
20 6 I 43 
信 託 業 2 
日戸店甘←い
融 ｜ 証券業 ・ 商品刷業 i 6 
1�� 保 険 業 3
険 そ の 他の金融 ・ 保険業
業 計 I 1 1 
1i po
平成 2 年 7 月 発行 ........ T 幸R 第318号
主 要 行 事
｜ 本 部 ｜
5月 7 日 平成 2 年度第 1 回学園ニ ュ ー ス編集委員会
8～6/1 日 部局対抗 ソ フ ト ボ ー ル大会
9 日 定期健康診断 （人文 ・ 理）
1 0日 部課長会議
事務協議会
1 1 日 第 2 回大学院委員会
第 2 回評議会




16日 学内共通経費所要額調書 ヒ ア リ ン グ
定期健康診断 （経済）
17 日 第 2 回会計係長会議
X 線間接撮影
















25 日 平成 2 年度第 1 回国際交流委員会
平成 2 年度東海 ・ 北陸地区国立大学学生部長
会議 （於 ． 名古屋大学）
28日 第77回構内交通対策委員会
第52回国立大学学生部次長協議会
（於 ： 東京 ガー デ ンパ レ ス ）
29 日 第 2 回入学試験管理委員会 ・ 第 2 回入学者
選抜方法研究委員会の合同委員会






31～6/1 日 平成 2 年度国立大学施設担当部課長会議
（於 ： 東京医科歯科大学）
国立大学入学者選抜研究連絡協議会第1 1回大
会 （於 ： 広島 中国新聞ホ ー ル）
6月 1 日 第 3 回授業料等減免選考委員会








7 日 第 1 団施設整備委員会
平成 2 年度大学入学者選抜 ・ 教務関係事項連




8 日 平成 2 年度国立大学国際交流担当課長会議
（於 ： 東京医科歯科大学）
第 3 回評議会 （臨時）
X 線間接撮影 （教養部女子学生）
1 1 日 第 3 回事務協議会
部課長会議
全国公務員 レ ク リ ェ ー シ ョ ン共同行事富山地




12～13 日 国立大学協会第86回総会 （於 ： 学士会館）
14日 国立大学長会議 （於 ： 学士会館）
1 5日 国立大学協会第53回事務連絡会議
円4nnu 
教 育 学 部 ［
5月 7 日 附属学校運営委員会
9 日 学部教務委員会
教授会
1 1 日 学部入学者選抜方法検討委員会






人 文 学 部 ｜ 学部補導委員会
品同チ
（於 ・ 学士会館）
平成 2 年度第 1 回大学入試セ ン タ ー試験富山
県地区連絡会議
平成 2 年 7 月 発行
1 7 日 名誉教授の会
第42回北陸地区国立大学体育大会




19日 第 3 回入学試験管理委員会 ・ 第 3 回入学者選
抜方法研究会の合同委員会
21～22 日 平成 2 年度国立大学入試担当課長連絡協議会
（於 ： オ ー ク ラ ホ テ ル高松）




26日 平成 2 年度北陸地区国立学校事務電算化協議





5月 2 日 学部教育実習委員会
7 日 事務連絡会








教育実習オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
21 日 係長会議事務連絡会




6月 1 日 係長会議
幸良 第318号








教育実習履修オ リ エ ン テ ー シ ョ ン





会 （於 ． 氷見国民年金保養セ ン タ ー ）
附属小学校教育研究発表会
23 日 教授会
24～25 日 日 本教育大学協会北陸地区会評議員会
（於 ： 上越教育大学）
日 本教育大学協会北陸地区技術 ・ 職業 ・ 職業
指導部門研究協議会 （於 ： 信州大学）
26 日 全国国立大学附属学校連盟正 ・ 副校園長会総
会， 校種別部会 （於 ： お茶の水女子大学）
29 日 学部カ リ キ ュ ラ ム委員会
附属学園合同運動会
30 日 人事教授会
31～6/2 日 日 本教育大学協会全国音楽部門大学部会
（於 ： 愛媛大学）
6月 1 日 日 本教育大学協会評議員会
nd nnu
平成 2 年 7 月 発行 戸主色十















14～15 日 平成 2 年度全国国立大学教員養成学部事務長









学部カ リ キ ュ ラ ム委員会
経 済 学 部
5月 9 日 論集委員会
10 日 各種委員選考委員会
学部職業補導委員会







24～25 日 平成 2 年度春季国立11大学経済 ・ 経営学部長

















理 学 部 l








18日 学部補導委員会 （持ち回 り ）
21 日 係長会議
事務連絡会
23 日 第 7 回国立15大学理学部事務長会議
（於 ： 名鉄 ト ヤ マ ホ テ 1レ ）
24～25日 平成 2 年度国立15大学理学部長会議
（於 ： 名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル及び氷見 グ ラ ン ド ホ
テ lレマイ ア ミ ）













平成 2 年 7 月 発行 品同十
工 学 部 1














6月 4 日 学部編入学委員会
5 日 学科主任会議
6 日 工学部 ・ 地域共同研究セ ン タ ー主催講演会
「富山県 に お け る 産業の特性 と 課題」
講師 北陸銀行近藤主任融資役
（於 ： 工学部大会議室）




14～15 日 北陸信越工業教育協会理事会 ・ 評議員会 ・ 通
常総会 （於 ： 富山大学工学部）
18日 学部入学試験検討委員会









｜ 教 養 部 ［
報




全国国立大学教養 （学） 部長会議 ・ 同事務協10～1 1 日



















（於 ： 呉羽ハ イ ツ ）
附 属 図 書 館
5 月 8 日 係長事務打合せ会
18日 係長事務打合せ会
22 日 第 2 回附属図書館商議会
25 日 第59回富山県図書館協会定期総会
（於 ： 富山県立図書館）
6月 4 日 平成 2 年度国立大学附属図書館事務部課長会
議 （於 ： 東京医科歯科大学〉
6 日 係長打合せ会
21 白 書香 （No.16） 第 1 回編集委員会
26 日 係長事務打合せ会
28～29 日 平成 2 年度国立大学図書館協議会総会
（於 ： 熊本産業文化会館）
ト リ チ ウ ム科学セ ン タ ー
（水素同位体機能研究セ ン タ ー）
5月 17 日 第 2 回水素同位体機能研究セ ン タ ー設立準備
委員会
28 日 R ・ I 特別健康診断
31 日 R ・ I 教育訓練
地域共同研究セ ン タ ー
Fhu no
平成 2 年 7 月 発行 品ザ主4ー; 
5月 1 1 日 地域共同研究セ ン タ ー 運営委員会
21 日 ハ イ テ ク 実践講座 「メ カ ト ロ コ ー ス 」
(7月 23 日 ま で）
22 日 ハ イ テ ク 実践講座 「情報処理 ・ 人工知能 コ ー
ス 」 (7月 24 日 ま で ）
23 日 ハ イ テ ク 実践講座 「新素材 コ ー ス 」
(7 月 25 日 ま で ）
6月 6 日 地域共同研究セ ン タ ー ・ 工学部主催u�演会





保健管理セ ン タ ー




















定期胸部 X 線間接撮影 （ 各学部女子学生）
定期胸部 X 線間接撮影 （ 各学部女子学生）
定期健康診断 （経済学部3 ,4年生， 専攻科生 ）
定期胸部 X 線間接撮影 （ 各学部女子学生）
定期胸部 X 線間接撮影 （ 各学部男子学生）
定期健康診断 （教育学部3, 4年生， 専攻科生 ）
胸部 X 線間接撮影 （教職員及び学部男子学生）
胸部 X 線間接撮影 （学部男子学生）
胸部 X 線間接撮影 （教職員及 び教養部女子学
生）
胸部 X 線間接撮影 （教養部女子学生）
胸部 X線間接撮影 （教養部男子学生）





編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け はー の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5- 1 8
電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 （内
